
道路建設事業の再評価項目調書 

 
事業名 一般国道１８３号 鍵掛峠道路

かっかけとうげどうろ

 事業

区分
一般国道 事業 

主体 
国土交通省

中国地方整備局

起終点  自：広島県 庄原
しょうばら

市 西 城 町
さいじょうちょう

 高尾
こ う お

 
 至：鳥取県 日野

ひ の

郡 日南町
にちなんちょう

 新屋
に い や

 

延長 
１２．０km 

事業概要 
 一般国道１８３号は、広島

ひろしま

市を起点とし、米子
よ な ご

市に至る延長約１９０kmの主要幹線道路である。 

 鍵掛峠道路
かっかけとうげどうろ

は、一般国道１８３号の広島県と鳥取県の県境部の現道隘路区間の解消及び冬期交通の安全確保を目的と

した１２．０ｋｍの道路である。また、地域高規格道路「江府三次道路
こ う ふ み よ し ど う ろ

」の一部を構成するものである。 

 
Ｈ１７年度事業化 － Ｈ２１年度用地着手 工事未着手 

全体事業費 約223億円 
 
事業進捗率
（H25年3月末時点） 

７％供用済延長 ０．０ｋｍ

地域の防災面の課題 
・平成 17 年 1月には、法面崩落により国道183 号で約 106 時間にわたり通行止めが発生し、大幅な迂回を強いられてい
る。 
・また、当該区間は事前通行規制区間（3.2 ㎞）、要防災対策箇所（25 箇所）が連続しており、豪雨時は鳥取県多里地区
（311世帯・690人）、広島県三坂地区（60世帯・160人）で孤立の恐れがある。 
・さらに、災害時の通行止めによる孤立や迂回について、「土砂崩れにより三坂地区が封鎖されたこともありアクセス改
善が重要」（介護事業者）等の地域の声があり、沿線住民の不安要素となっている。 
・加えて、冬期には積雪によるスリップ事故や大型車の立ち往生が発生し、路線バス運行への阻害や地域の観光資源であ
るスキー場等へのアクセスに影響を与えている。 
 
課題を踏まえた対策・事業内容
・並行する一般国道183号は急峻な地形を通過しており、事前通行規制区間（3.2㎞）、要防災対策箇所（25箇所）、急カ
ーブ（R<150m：74箇所）、急勾配（i>5%：10箇所）の区間が連続しており、これらの課題を解消するためにはバイパスに
よる整備が必要となる。 
 
事業の効果等  費用 （残事業）/（事業全体）

1. 異常気象時等 
① 災害による通行止 
・ 通行車両の被災による人命・物損の被害を減少する効果 
・ 災害時の通行止時に迂回する交通の損失解消効果 
・ 災害時の迂回ルートの確保による不安解消効果 
・ 災害による片側通行規制を解消する効果 
・ 災害時の孤立交通を解消する効果 
・ 通行止め時の医療サービスが享受できなくなる不安解消効果 
・ 通行止め時の救命率が向上する効果 
 

② 冬期の交通障害 
・ 線形不良箇所の走行に伴う精神的疲労の低減効果 
・ 冬期の速度低下による交通の損失解消効果 

 
2. 平常時 
① 多発する交通事故 
・ 交通事故減少便益（再掲） 

② 地域医療の支援 
・ 救急搬送時間の短縮により救命率が向上する効果 

 

168／190億円 
 

事 業 費：161/183億円 
維持管理費：7.0/7.0億円 

関係する地方公共団体等の意見
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鳥取県日野郡と広島県備北地域振興のため、本事業の整備促進について、庄原市をはじめとする沿線市町村から構成さ
れる「地域高規格道路江府三次線建設促進期成会」より要望を受けている。 

 
鳥取県知事の意見：一般国道183号鍵掛峠道路の事業再評価に係る対応方針（原案）案については依存ありません。 
一般国道183号は鳥取県と広島県をつなぐ主要幹線道路であるが、県境付近の現道部は急勾配で線形も不良であるため、
冬期交通の安全確保、地域の安全安心及び地域経済に支障をきたしていることから、鍵掛峠道路の早期整備により地域の
安全安心及び産業活動の骨格となる道路としての機能を発揮することが必要です。 
ついては、引き続き早期完成に向け一層の御尽力をお願いします。また、引き続き事業の執行に際しては、できる限り 
経費の縮減を図られるようお願いします。 

 
広島県知事の意見：対応方針（原案）については妥当である。 
鍵掛峠道路は、広島県備北地域と鳥取県西部地域の連携や地域間交流の活性化機能の向上が図られるとともに、現道の 
線形不良区間・異常気象時通行規制区間を解消できるなど、防災上の観点から重要な道路であると考えます。つきまして
は、今後とも引き続きコスト縮減に努めながら、早期の供用開始に向け、計画的に整備を進めていただきたい。 
 

 事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

平成17年度に生山道路、平成20年度に高道路が供用したことで、備北地域と鳥取西部地域のアクセス性が向上しており、今
後さらに江府三次道路の最大の難所解消のため鍵掛峠道路の早期整備が期待されている。 

 

事業の進捗状況、残事業の内容等 
平成24年度末で用地買収については７％完了している。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
現在は、調査設計、用地買収を行っており、早期開通を目指し、事業を推進する。

  
施設の構造や工法の変更等 

今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ、事業を推進していく。

対応方針  事業継続 
対応方針決定の理由 

事業の必要性に変化はなく、防災面の効果が見込まれるため。

事業概要図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※１ 費用に記載している金額は、現在価値化して算出した値。 
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一
般

国
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1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

・
一

般
国

道
1
8
3
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は
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広
島

県
広

島
市

中
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鳥
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子
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る
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9
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県
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接
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線
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
２

．
地

域
高

規
格

道
路

江
府

三
次

道
路

（
１

）
自

治
体

の
総

合
計

画
に

お
け

る
位

置
付

け

広
島

県
備

北
圏

域
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

（
H
2
3
.5

)

■
概

ね
2
0
年

後
の
道

路
整

備
水

準
の
目

標

項
目

目
標

広
域

的
な
交

流
・
連

携
を
支

え
る

高
速
交
通
体
系
の
構
築

圏
域
内
か
ら
広
島
空
港
へ
の
移
動
時

間
に
つ
い
て
4
0
分
圏

の
拡

大
を
目
指
し

ま
す
。

物
流
機
能
の
強
化

高
速

道
路

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
移

動
時

間
に
つ
い
て
、
2
0
分

圏
の
拡

大
を

目
指
し
ま
す
。

安
全
な
道
路
の
整
備
（緊

急
輸

送
道
路
の
整
備
）

圏
域

内
の
緊

急
輸

送
道

路
の
改

良
済

み
区

間
の
延

伸
を
目

指
し
ま
す
。

都
市
を
支
え
る
道
路

の
整

備
圏
域
内
の
混
雑
区
間

の
緩

和
を
促
進
し
ま
す
。

■
概

ね
1
0
年

以
内

の
整

備
目

標
（
高

規
格
幹

線
道
路

等
の
み
表
示
）

種
別

番
号

路
線
名

区
間

高
規

格
幹

線
道

路
等

①
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

世
羅
郡
世
羅
町
～
島
根
県

雲
南
市
三
刀
屋
町

②
江
府
三
次
道
路

鍵
掛
峠
道
路

鳥
取

県
の

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

（
Ｈ

2
0
.1

2
）

未
来

像
の
実

現
に
向
け
た
視

点
（
抜
粋
）

施
策

の
基

本
方

向
（
抜

粋
）

６
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
方
向
性

Ⅱ
【つ

な
げ
る
】

様
々

な
活

動
・
力

を
つ
な
げ
、
結

集
し
て
、
持

続
可

能
で
、

魅
力

あ
ふ
れ
る
地

域
を
創

る

（
４
）
中

山
間

地
域

の
住

民
生

活
の
安

全
・
安

心
を
確
保
し
た
「持

続
可
能
な
地
域

づ
く
り
」

○
生

活
交

通
の
確

保
な
ど
、
安

全
で
安

心
な
定

住
環

境
の
確

保
・
充

実
を
目

指
し
ま
す

（
５
）
「
交

通
基

盤
・
情

報
基

盤
の
充

実
」
で
利

便
性

向
上

・地
域

の
活
性
化

○
江

府
三

次
道

路
な
ど
地

域
高

規
格

道
路

の
主

要
区

間
の
供

用
開
始
等
、
鳥
取
県

の
産
業

活
動
等

の
骨
格

と
な
る
高
速

道
路

網
を
整

備
し
ま
す

○
安

全
安

心
な
道

路
（
大

規
模

地
震

等
の
非

常
事

態
に
対

応
し
た
交

通
の
確

保
を
図

る
た
め
の
緊

急
輸

送
道

路
等

）
な
ど

を
整

備
し
ま
す

Ⅲ
【守

る
】

鳥
取

県
の
豊

か
な
恵

み
・
生

活
を
守

り
、
次

代
へ
つ
な
ぐ

（
３
）
「
災

害
に
強

い
県

土
」
を
つ
く
る

○
緊
急
輸
送
道
路
の
整
備

、
道
路
防

災
対
策

、
中

山
間
地

域
孤

立
対

策
等

に
よ
り
、
災
害

に
強

い
県

土
づ
く
り
を
進

め
、
災

害
の
未
然
防
止
を
推

進
し
ま
す

資
料
／
鳥

取
県

資
料

「
鳥

取
県

の
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
」

よ
り

抜
粋

⾼
速
道
路
ネ
ット
ワ
ー
クの
整
備
状
況
（
平
成
25
(2
01
3)
年
9⽉

現
在
）

備
北
圏
域
交
通
施
設
の
整
備
⽅
針
図

資
料
／
広

島
県
資
料

「
備
北

圏
域
の
整

備
、
開

発
及
び
保

全
の
方

針
」
よ
り

抜
粋

※
上

記
は

、
具

体
的

な
位
置

等
を
規

定
す
る

も
の
で

は
あ
り

ま
せ
ん

。
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般
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は
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経
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と

っ
て
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要

な
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が
、

事
前

通
行

規
制

区
間

、
道

路
構

造
不

良
区

間
、

道
路

隘
路

区
間

な
ど

の
現

道
課

題
も

多
く

、
緊

急
性

等
を

勘
案

し
順

次
整

備
を

進
め

て
い

る
。

２
．

地
域

高
規

格
道

路
江

府
三

次
道

路
（
２

）
交

通
の

状
況

江
府

三
次

道
路

の
整

備
状

況

路
線

名
主

な
課

題

高
道

路
道

路
構

造
不

良
、

交
通

隘
路

、
JR

踏
切

鍵
掛

峠
道

路
事

前
通

行
規

制
区

間
、

道
路

構
造

不
良

、

冬
期

交
通

難
所

、
交

通
隘

路

生
山

道
路

交
通

隘
路

江
府

道
路

事
前

通
行
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制

区
間

、
交

通
隘

路
、

事
故

多
発
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

三
坂
地
区

多
里
地
区

み
さ
か

た
り

7
5
0

7
5
0

３
．

事
業

概
要

及
び

経
緯

・
鍵

掛
峠

道
路

は
、

並
行

す
る

一
般

国
道

1
8
3
号

の
要

防
災

対
策

箇
所

、
事

前
通

行
規

制
区

間
を

回
避

し
、

地
域

の
安

全
・
安

心
の

確
保

及
び

異
常

気
象

時
の

三
坂

地
区

・
多

里
地

区
の

孤
立

回
避

、
救

急
医

療
活

動
の

支
援

等
を

目
的

と
し

て
い

る
。

・
平

成
1
7
年

度
に

事
業

着
手

し
、
現

在
は

調
査

設
計

の
実

施
及

び
用

地
買

収
に

着
手

し
て

い
る

。

計
画

概
要

起
終

点
起
点
：
広
島
県
庄
原
市
西
城
町
高
尾

終
点
：
鳥
取
県
日
野
郡
日
南
町
新
屋

計
画

延
長

L
=
1
2
.0
㎞

道
路

規
格

第
３
種
第
３
級

設
計

速
度

6
0
km

/
h

車
線

数
２
車
線

ひ
ろ

し
ま

け
ん

し
ょ

う
ば

ら
し

さ
い

じ
ょ

う
ち

ょ
う

こ
う

お

と
っ

と
り

け
ん

ひ
の

ぐ
ん

に
ち

な
ん

ち
ょ

う
に

い
や

み
さ
か

た
り

か
っ

か
け

と
う

げ

用
地

７
％

工
事

０
％

全
体

７
％

事
業

の
進

捗
状

況

（
平

成
2
5
年

3
月

現
在

）

標
準

断
面

図

▲
土
工
区
間

事 業 経 緯

平
成

１
７

年
度

事
業

着
手

平
成

２
１

年
度

用
地

着
手

平
成

２
２

年
度

中
国

地
方

整
備

局
事

業
評

価
監

視
委

員
会

に
て

、
再

評
価

を
実

施

1
0
0
0

1
0
0
0

8
0
0
0

▲
橋

梁
区

間
▲

ト
ン
ネ
ル
区

間

5
0
0

5
0
0

1
5
0
0

1
5
0
0
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

鍵
掛

峠
道

路
L
 =

 1
2
.0

km

か
っ
か
け

と
う
げ

山
陰

自
動
車

道
（
東
伯

・
中

山
道

路
）

赤
碕

中
山

～
大

栄
東
伯

IC
間

H
23

.2
開

通

４
．
前

回
評

価
時

か
ら

の
変

更
（
１

）
主

な
周

辺
状

況
の

変
化

・
鍵
掛
峠
道
路
の
周
辺
地
域
で
は
、
近
年
相
次
い
で
高
速
道
路
の
開
通
、
ス
マ
ー
ト
IC
や
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。

中
国
横
断
自

動
車
道
尾

道
松

江
線

吉
田

掛
合

IC
～

三
刀
屋

木
次

IC
間

H
24

.3
開

通
三

次
東

JC
T・

IC
～

吉
田

掛
合

IC
間

H
25

.3
開

通

写
真

／
国
土
交

通
省
中

国
地
方

整
備
局

H
P

写
真

／
鳥

取
県

H
P

大
山

高
原

ス
マ

ー
ト

IC
H

23
.6

.3
0開

通

境
港

国
際

物
流

タ
ー

ミ
ナ
ル

(-
12

m
)整

備
H

24
年

度
事

業
着
工

山
陰
道
（
松

江
道
路
：

東
出

雲
工

区
）

東
出

雲
IC
区

間
H

23
.3

.2
6

4車
線

化

松
江

だ
ん
だ
ん

道
路
（

国
道

48
5号

）
川

津
IC
～

西
尾

IC
間

H
25

.3
.1

0開
通

西
尾

IC
～
松

江
JC

T間
H

24
.3

.2
4開

通

8



一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

事
前
通
⾏
規
制

に
よ
り孤

⽴

５
．

地
域

か
ら

期
待

さ
れ

る
道

路
の

役
割

（
効

果
）

課
題

①
：
災

害
に

よ
る

通
行

止
め

期
待

さ
れ

る
道

路
の

役
割

（
効

果
）

・
通

行
止

め
に

よ
る

迂
回

の
解

消

・
豪

雨
時

の
孤

立
等

の
解

消

・
災

害
時

の
迂

回
ル

ー
ト
の

確
保

に
よ

る
不

安
解

消

・
安

定
的

な
物

流
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
構

築

課
題

②
：
冬

期
の

交
通

障
害

異
常

気
象

時
等

平
常

時

課
題

④
：
地

域
医

療
の

支
援

期
待

さ
れ

る
道

路
の

役
割

（
効

果
）

・
線

形
不

良
箇

所
の

走
行

に
伴

う
精

神
的

疲
労

の
軽

減

・
冬

期
交

通
の

通
行

止
、
迂

回
の

解
消

・
観

光
、
レ

ジ
ャ

ー
等

の
地

域
振

興

期
待

さ
れ

る
道

路
の

役
割

（
効

果
）

・
死

傷
事

故
、

物
損

事
故

の
削

減

期
待

さ
れ

る
道

路
の

役
割

（
効

果
）

・
救

急
搬

送
時

間
の

短
縮

や
安

静
搬

送
に

よ
る

救
命

率
の

向
上

課
題

③
：
多

発
す

る
交

通
事

故

異
常

気
象

時
通

行
規

制
区

間
の

規
制

条
件

規
制
条
件

（
通
行
止
）

時
間

雨
量

40
m

m
以

上
連

続
雨

量
20

0m
m
以

上

危
険
内
容

落
石

・
崩
壊

・
盛

土
・

地
吹

雪

平
成
1
7
年
１
月
法
面
崩
壊

（
国
道
1
8
3
号
庄
原
市
西
城
町
）

【
全

面
通
行
止
め
1
0
6
時
間
，
片
側
交
互
通
行
3
5
0
日
】

9



一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

現
道

に
は

要
防

災
対

策
箇

所
が

２
５

箇
所

存
在

地
名

状
況

1
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

2
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

3
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

4
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

5
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

6
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

7
.西

城
町

小
鳥

原
土

石
流

の
危

険

8
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

9
.西

城
町

小
鳥

原
土

石
流

の
危

険

1
0
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

1
1
.西

城
町

小
鳥

原
土

石
流

の
危

険

1
2
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

1
3
.西

城
町

小
鳥

原
土

石
流

の
危

険

1
4
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

1
5
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

1
6
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

1
7
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

1
8
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

1
9
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

2
0
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

2
1
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

2
2
.西

城
町

小
鳥

原
落

石
・
崩

壊
の

危
険

地
名

状
況

2
3
.日

南
町

新
屋

落
石

・
崩

壊
の

危
険

2
4
.日

南
町

新
屋

落
石

・
崩

壊
の

危
険

2
5
.日

南
町

新
屋

擁
壁

の
破

損
・
倒

壊
の

危
険

・
一

般
国

道
１

８
３

号
の

庄
原

市
西

城
町

～
日

南
町

の
区

間
に

は
、
防

災
点

検
に

よ
る

要
防

災
対

策
箇

所
が

２
５

箇
所

存
在

す
る

。
・
ま

た
、
時

間
雨

量
4
0
m

m
以

上
・
連

続
雨

量
2
0
0
m

m
以

上
に

よ
る

延
長

L
=
3
.2

km
の

事
前

通
行

規
制

区
間

が
存

在
す

る
。

課
題

①
災

害
に

よ
る

通
行

止
め

①
－

１
．
事

前
通

行
規

制
区

間
、
要

防
災

対
策

箇
所

の
存

在

【
要

防
災

対
策

箇
所

の
状

況
】

＜
広

島
県

側
＞

＜
鳥

取
県

側
＞

異
常

時

※
西
城
町
小
鳥
原
（
さ
い
じ
ょ
う
ち
ょ
う
ひ
と
と
ば
ら
）

※
日
南
町
新
屋
（
に
ち
な
ん
ち
ょ
う
に
い
や
）

【
写

真
】

要
防

災
対

策
箇

所
の

写
真

規
制

区
間

鳥
取

県
日

野
郡

日
南

町
新

屋

規
制

延
長

3
.2

km

規
制

条
件

（
通

行
止

め
）

時
間

雨
量

4
0
m

m
以

上
連

続
雨

量
2
0
0
m

m
以

上

危
険

内
容

落
石

・
崩

壊
・
盛

土
・
地

吹
雪

指
定

年
度

平
成

元
年

度

に
い

や

資
料
／
広

島
県
資
料

・
鳥
取

県
資
料

現
道

に
お

け
る

事
前

通
行

規
制

区
間

と
要

防
災

対
策

箇
所

【
事

前
通

行
規

制
の

基
準

】
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

【
国

道
1
8
3
号

（
県

境
部

）
の

車
種

構
成

】
広

島
県

庄
原

市
西

城
町

小
鳥

原
・
保

賀
谷

通
行

止
め

：
２

件
（
N

o.
1,

2）
片

側
交

互
通

行
：
４

件
（
N

o.
4,

5,
6,

8）

現
道

に
お

け
る

事
前

通
行

規
制

区
間

と
通

行
規

制
状

況

【
事

前
通

行
規

制
の

基
準

】

規
制

区
間

鳥
取

県
日

野
郡

日
南

町
新

屋

規
制

延
長

3
.2

km

規
制

条
件

（
通

行
止

め
）

時
間

雨
量

4
0
m

m
以

上
連

続
雨

量
2
0
0
m

m
以

上

危
険

内
容

落
石

・
崩

壊
・
盛

土
・
地

吹
雪

指
定

年
度

平
成

元
年

度

＜
片

側
交

互
通

行
の

発
生

状
況

＞

※
西
城
町
小
鳥
原
（
さ
い
じ
ょ
う
ち
ょ
う
ひ
と
と
ば
ら
）

※
日
南
町
新
屋
（
に
ち
な
ん
ち
ょ
う
に
い
や
）

に
い

や

※
通

行
規

制
デ

ー
タ

の
規
制

箇
所
を

図
中
の

赤
網
掛

け
エ
リ

ア
で
示

し
た

【
過

去
1
0
年

間
の

通
行

規
制

状
況

】

＜
通

行
止

め
の

発
生

状
況

＞

・
鍵

掛
峠

道
路

の
現

道
部

は
、

急
峻

な
中

国
山

地
の

渓
谷

に
沿

っ
て

お
り

、
法

面
崩

壊
、

土
砂

崩
れ

な
ど

の
災

害
が

多
発

し
て

い
る

。
・
松

江
自

動
車

道
開

通
後

に
お

け
る

交
通

量
は

平
日

約
6
0
0
台

/
日

、
休

日
約

1
,0

0
0
台

/
日

程
度

で
あ

り
、
平

日
に

は
約

4
割

の
大

型
車

利
用

が
あ

る
。

課
題

①
災

害
に

よ
る

通
行

止
め

①
－
２
．
災
害
に
よ
る
通
行
止
め
の
発
生
①

【
鍵

掛
峠

道
路

現
道

区
間

の
災

害
等

に
よ

る
通

行
規

制
状

況
】

異
常

時

資
料
／
広

島
県
資
料

・
鳥
取

県
資
料

N
o

発
生

年
度

路
線

箇
所

規
制

時
間

規
制

理
由

1
H

1
6

国
道

１
８

３
号

広
島

県
庄

原
市

西
城

町
小

鳥
原

1
0
6
時

間
(4

日
)

法
面

崩
壊

2
H

2
0

国
道

１
８

３
号

広
島

県
庄

原
市

西
城

町
小

鳥
原

保
賀

谷
1
.3

時
間

事
故

N
o

発
生

年
度

路
線

箇
所

規
制

時
間

規
制

理
由

3
H

1
5

国
道

１
８

３
号

鳥
取

県
日

南
町

新
屋

3
,3

8
4
時

間
(1

4
1
日

)
災

害

4
H

1
6

国
道

１
８

３
号

広
島

県
庄

原
市

西
城

町
保

賀
谷

8
,4

0
0
時

間
(3

5
0
日

)
災

害

5
H

1
7

国
道

１
８

３
号

広
島

県
庄

原
市

西
城

町
小

鳥
原

5
5
2
時

間
(2

3
日

)
災

害

6
H

1
8

国
道

１
８

３
号

広
島

県
庄

原
市

西
城

町
小

鳥
原

5
4
3
時

間
(2

3
日

)
土

砂
崩

れ

7
H

2
3

国
道

１
８

３
号

鳥
取

県
日

南
町

新
屋

　
鍵

掛
峠

2
,2

0
7
時

間
(9

2
日

)
路

肩
崩

落

8
H

2
4

国
道

１
８

３
号

広
島

県
庄

原
市

西
城

町
小

鳥
原

7
時

間
土

砂
崩

れ

鳥
取

県
日

南
町

新
屋

片
側

交
互

通
行

：
１

件
（
N

o.
3）

鳥
取

県
日

南
町

新
屋

4k
p付

近
片

側
交

互
通

行
H

23
発

生
（
N

o.
7）

※
Ｈ

25
.9

.2
5（

水
）
調
査

※
Ｈ

25
.9

.2
2（

日
）
調
査
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

写
真

A

発
生

年
度

事
象

規
制

時
間

H
1
5

災
害

1
4
1
日

H
1
6

災
害

3
5
0
日

H
1
7

災
害

2
3
日

H
1
8

土
砂

崩
れ

2
3
日

H
2
3

路
肩

崩
落

9
2
日

H
2
4

土
砂

崩
れ

1
日

（
7
時

間
）

1
0
年

間
計

（
H

1
5
～

H
2
4
年

）
6
回

⇒
0
.6

回
/
年

【
災

害
に

よ
る

片
側

通
行

規
制

の
発

生
状

況
】

【
災

害
に

よ
る

通
行

止
め

の
発

生
状

況
】

・
鍵

掛
峠

道
路

と
並

行
す

る
一

般
国

道
１

８
３

号
で

は
、

平
成

1
7
年

1
月

に
法

面
崩

落
に

よ
る

通
行

止
め

が
発

生
し

て
い

る
。

課
題

①
災

害
に

よ
る

通
行

止
め

①
－
２
．
災
害
に
よ
る
通
行
止
め
の
発
生
②

異
常

時

か
っ

か
け

と
う

げ

※
事

故
に

よ
る

通
行
止

め
は
除

外
（

事
故

に
よ
る

通
行
止

め
は

H
20

に
1.

3時
間

発
生

）

●
H

17
/1

/1
2 

AM
0:

00
頃

法
面

崩
落
発
生

●
H
1
7
/
1
/
1
2
 A

M
1
:0

0
全

面
通

行
止

め
●

H
1
7
/
1
/
1
7
:A

M
1
1
:0

0
全

面
通

行
止

め
解

除

平
成

1
7
年

１
月

法
面

崩
壊

に
よ

る
通

行
止

め
（
国

道
1
8
3
号

庄
原

市
西

城
町

）
平

成
1
7
年

1
月

1
2
日

午
前

零
時

ご
ろ

、
庄

原
市

西
城

町
小

鳥
原

（ひ
と

と
ば

ら
）
の

国
道

1
8
3
号

で
法

面
崩

落
が

発
生

。

現
場

は
、
約

1
0
6
時

間
に

わ
た

り
全

面
通

行
止

め
と

な
っ

た
。

全
面

通
行

止
約
１

０
６

時
間

（
約

1
3
,0

0
0
台

に
影

響
）

片
側

通
行

規
制

約
３

５
０

日

資
料
／
広
島
県
資
料

＜
写

真
A
＞

資
料

／
広
島

県
資
料
・

鳥
取

県
資

料

災
害

時
の

片
側

通
行

規
制

発
生

年
度

事
象

規
制

時
間

H
1
6

災
害

1
0
6
時

間
1
0
年

間
計

（
H

1
5
～

H
2
4
年

）
1
0
6
時

間
⇒

1
0
.6

時
間

/
年

（
0
.4

4
日

/
年

）

12



一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

国
道

3
1
4
号

等
利

用
約

1
1
6
km

米
子

道
等

利
用

約
1
5
4
km

国
道

1
8
3
号

等
利

用
約

8
4
km

鳥
取

西
部

日
野

地
区

庄
原

市
役

所

【
災

害
発

生
時

の
迂

回
時

間
】

【
整

備
前

】
通

常
時

国
道

1
8
3
号

利
用

【
整

備
前

】
災

害
発

生
時

国
道

3
1
4
号

等
利

用

９
７

分
(
8
4
km

)

１
３

２
分

(
1
1
6
km

)

庄 原 市 役 所

鳥 取 西 部 日 野 地 区

通
常

よ
り

３
５

分
増

加

【
整

備
前

】
広

域
災

害
発

生
時

米
子

道
等

利
用

１
２

６
分

(
1
5
4
km

)

通
常

よ
り

２
９

分
増

加

通
行
止
め
箇
所

片
側
通
行
規
制
箇
所

S4
7.

7
災
害
時
の
西
城
川
氾
濫
域

・
一

般
国

道
1
8
3
号

の
庄

原
～

日
野

地
区

間
は

通
行

規
制

の
実

績
が

多
く

、
沿

線
地

域
は

厳
し

い
道

路
環

境
の

中
に

あ
る

。
・
一

旦
通

行
止

め
と

な
る

と
迂

回
に

通
常

の
1
.3

倍
の

所
要

時
間

が
必

要
と

な
り

、
物

流
や

地
域

の
生

活
に

大
き

な
不

安
と

損
失

を
与

え
る

こ
と

と
な

る
。

課
題

①
災

害
に

よ
る

通
行

止
め

①
－
３
．
通
行
止
め
に
よ
る
大
幅
な
迂
回

異
常

時

※
H

2
2
道

路
交
通

セ
ン
サ

ス
の
混

雑
時
旅

行
速
度

を
も
と

に
計
算

※
日

野
地

区
は

江
府
町

役
場
を

重
心
と

し
た
。

13



一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

事
前
通
⾏
規
制

に
よ
り孤

⽴

・
日

南
町

多
里

地
区

及
び

西
城

町
三

坂
地

区
に

通
じ

る
道

路
に

は
事

前
通

行
規

制
区

間
、
要

防
災

対
策

箇
所

連
続

区
間

が
あ

り
、
集

中
豪

雨
等

が
発

生
し

た
場

合
は

孤
立

の
可

能
性

が
あ

る
。

課
題

①
災

害
に

よ
る

通
行

止
め

①
－

４
．
豪

雨
時

の
孤

立
異

常
時

孤
立

の
恐

れ

三
坂

地
区

多
里

地
区

３
１

１
世

帯
６

９
０

人
６

０
世

帯
１

６
３

人

・
時

間
雨

量
4
0
m

m
を

超
え

た
段

階
で

事
前

通
行

規
制

に
よ

り
多

里
地

区
が

孤

立
す

る
可

能
性

が
あ

る

・
広

島
側

の
国

道
1
8
3
号

に
は

要
防

災
対

策
箇

所
連

続
区

間
が

あ
り

、
同

区
間

の
崩

壊
に

よ
り

三
坂

地
区

が
孤

立
す

る
可

能
性

が
あ

る

・
近

傍
の

観
測

所
に

お
け

る
過

去
の

観
測

値
で

、
時

間
雨

量
4
0
m

m
を

超
え

た
の

は
過

去
１

０
年

で
５

回
（
う

ち
１

回
は

２
時

間
連

続
）

・
江

府
三

次
道

路
沿

線
に

お
け

る
事

前
通

行
規

制
時

間
は

最
大

2
4
時

間
/
回

。

（
H
2
2
実

績
）

異
常

気
象

時
通

行
規

制
区

間
の

規
制

条
件

規
制

条
件

（
通

行
止

）
時

間
雨

量
40

m
m
以

上
連

続
雨

量
20

0m
m
以

上

危
険

内
容

落
石
・
崩

壊
・
盛
土

・
地
吹

雪

た
り

み
さ

か

み
さ
か

た
り

た
り

み
さ
か

資
料
／
日

南
町
・
庄

原
市
住

民
基
本
台

帳
(H

24
.1

0.
31

現
在

)

雨
量
の
資

料
：
ア
メ

ダ
ス
道

後
山
観
測

所
デ
ー

タ
通

行
規
制

の
資
料
：

広
島
県

資
料
・
鳥

取
県
資

料

平
成

1
7
年

１
月

法
面
崩
壊

（
国
道
1
8
3
号
庄
原
市
西
城
町
）

【
全

面
通

行
止

め
1
0
6
時
間
，
片
側
交
互
通
行
3
5
0
日
】
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

西
城

町
三

坂
地

区

現
況

（
通

常
時

）

一
般

国
道

1
8
3
号

利
用

将
来

鍵
掛

峠
道

路
利

用

庄
原

消
防

署
西

城
出

張
所

期
待

さ
れ

る
道

路
の

役
割

（
効

果
）

現
道

通
行

止
時

に
お

け
る

西
城

町
三

坂
地

区
へ

の
出

動
時

間
が

約
１

４
分

短
縮

し
、

救
命

率
が

向
上

西
城

市
民

病
院

（
二

次
救

急
医

療
施

設
）

庄
原

消
防

署
西

城
出

張
所

の
三

坂
地

区
か

ら
の

搬
送

人
数

（
重

症
患

者
以

上
）
は

年
間

平
均

1
.6

7
名

（
こ

の
ﾙｰ
ﾄ
以

外
に

迂
回

路
な

し
）

現
況

（
通

行
止

時
）

国
道

3
1
4
号

、
市

道
等

利
用

み
さ

か

・
一

般
国

道
1
8
3
号

の
通

行
止

時
に

は
、
西

城
町

三
坂

地
区

か
ら

の
救

急
搬

送
時

間
が

大
幅

に
増

加
す

る
。

国
道

1
8
3
号

が
通

行
止

の
際

の
重

症
患

者
等

の
救

急
搬

送
状

況

異
常

時

【
国

道
1
8
3
号

通
行

止
時

の
迂

回
時

間
の

短
縮

】

※
現

況
所

要
時

間
は

H
2
2
道

路
交

通
セ

ン
サ

ス
規

制
速

度
※

将
来

所
要

時
間

は
鍵

掛
峠

道
路

V
=
6
0
km

/
h
と

し
て

算
出

課
題

①
災

害
に

よ
る

通
行

止
め

①
－

５
．
通

行
止

め
に

よ
る

救
急

搬
送

の
遅

延

庄 原 消 防 署 西 城 出 張 所

西 城 町 三 坂 地 区

【
整

備
前

】
通

常
時

国
道

1
8
3
号

利
用

１
８

分

３
１

分

鍵
掛

峠
道

路
供

用
後

１
７

分
１

４
分

短
縮

【
整

備
前

迂
回

時
】国

道
1
8
3
号

通
行

止
め

時
市

道
等

利
用

み
さ

か

・
H
1
7
.1

.1
2
に

発
生

し
た

災
害

に
よ

り
、
西

城
町

小
鳥

原
の

国
道

1
8
3
号

で
通

行

止
が

発
生

。

・
こ

の
際

、
西

城
町

三
坂

地
区

の
住

民
は

国
道

3
1
4
号

・
市

道
を

経
由

し
た

大
幅

な
迂

回
が

発
生

。

み
さ

か

ひ
と
と
ば

ら

・
国

道
1
8
3
号

通
行

止
め

時
に

西
城

町
三

坂
地

区
か

ら
救

急
要

請
が

あ
っ

た
場

合
、
迂

回
路

を
経

由
し

て
救

急
活

動
す

る
必

要
が

あ
る

。

・
迂

回
路

に
よ

り
、
患

者
確

保
（
往

路
）
ま

で
だ

け
で

な
く

、
病

院
ま

で
の

搬
送

（
復

路
）
に

も
時

間
を

要
し

、
人

命
が

脅
か

さ
れ

る
。

み
さ
か

（
出

動
か

ら
患

者
確

保
ま

で
の

時
間

）

■
災

害
に

よ
る

迂
回

の
発

生

■
迂

回
に

よ
る

救
急

活
動

へ
の

支
障

注
）
備

北
地

区
の

二
次

救
急

医
療

施
設

は
、

他
に

庄
原

赤
十

字
病

院
、

市
立

三
次

中
央

病
院

の
2
ヶ

所

凡
例

庄
原
消
防
署

西
城
出
張

所
管

内

便
益
算
定
エ

リ
ア

H
17

.1
.1

2 
通

行
止

め
箇

所

15



一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

雨
量

超
過

が

５
件

/
1
0
年

発
生

写
真

現
道

に
は

要
防

災
対

策
箇

所
が

２
５

箇
所

存
在

・
鍵

掛
峠

道
路

を
整

備
し

な
い

場
合

は
、

2
5
箇

所
の

要
防

災
対

策
箇

所
へ

の
対

策
が

必
要

と
な

る
。

課
題

①
災

害
に

よ
る

通
行

止
め

①
－
６
．
鍵
掛
峠
道
路
を
整
備
し
な
い
場
合
の
対
策
費

異
常

時

防
災

対
策

済
み

箇
所

か
っ

か
け

と
う

げ

16



一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

広
島

方
面

米
子

市
境

港
市

乳
製

品

木
材

チ
ッ

プ

庄
原

市

日
南

町

木
材

ブ
ロ

イ
ラ

ー
肉

牛

・
広

島
・
鳥

取
両

県
で

生
産

さ
れ

た
特

産
物

等
が

、
県

境
を

越
え

て
運

送
さ

れ
て

い
る

。
・
鍵

掛
峠

道
路

の
整

備
に

よ
り

、
安

定
的

な
物

流
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

が
構

築
さ

れ
る

こ
と

で
、
地

場
産

業
及

び
物

流
の

活
性

化
が

期
待

さ
れ

る
。

国
道

1
8
3
号

を
利

用
し

た
物

流
活

動
の

例

課
題

①
災

害
に

よ
る

通
行

止
め

①
－
７
．
安
定
的
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

異
常

時

か
っ

か
け

と
う

げ

※
企
業
・
役
所
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
元
に
作
成

国
道

18
3号

を
利
用
す
る
物
流

物
流

関
係

者
の

声
＜

鳥
取

県
内

パ
ル

プ
業

者
＞

○
庄

原
市

か
ら

米
子

市
へ

木
材

・
チ

ッ
プ

を
搬

入
す

る
際

に
国

道
1
8
3
号

を
利

用
。

○
国

道
1
8
3
号

は
代

替
路

が
な

い
た

め
、
物

流
に

と
っ

て
生

命
線

。

＜
日

南
町

役
場

＞
○

農
林

業
は

日
南

町
の

重
要

な
基

幹
産

業
で

あ
り

、
ブ

ロ
イ

ラ
ー

、
肉

牛
、
原

木
を

広
島

方
面

に
出

荷
○

物
流

ル
ー

ト
は

国
道

1
8
3
号

に
大

き
く

依
存

し
て

お
り

、
通

行
規

制
等

が
発

生
す

る
と

地
場

産
業

に
と

っ
て

大
き

な
ダ

メ
ー

ジ

（
大

手
パ

ル
プ

業
者

（
米

子
市

）
ヒ

ア
リ

ン
グ

）

（
日

南
町

役
場

ヒ
ア

リ
ン

グ
）

（
H

2
1
.1

2
.4

実
施

）

（
H

2
1
.1

2
.1

実
施

）
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

40
0

50
0

60
0

70
0

80
0

標高(m)

標
高

45
6.

7m
標

高
46

2.
3m

標
高

75
4.

8m
急

勾
配

が
連

続

：
縦

断
勾
配

i >
 5

%
区

間

：
縦

断
勾
配

i <
 5

%
区

間

現
道

（
鳥

取
県

側
）
の

最
急

勾
配

：
1
0
.4

%

急
勾

配
が

連
続

・
一

般
国

道
1
8
3
号

鍵
掛

峠
付

近
で

は
、

急
カ

ー
ブ

・
急

勾
配

等
の

課
題

が
あ

り
、

交
通

の
ネ

ッ
ク

に
な

っ
て

い
る

。
（
基

準
に

満
た

な
い

急
カ

ー
ブ

（
R
<
1
5
0
m

）
は

7
4
箇

所
、
基

準
を

超
過

す
る

急
勾

配
(
i>

5
%
)
は

1
0
箇

所
で

延
長

Ｌ
＝

５
km

）

【
写

真
①

】

急
勾

配
（
縦

断
勾

配
）
に

よ
り

前
方

不
可

視

【
写

真
②

】

急
カ

ー
ブ

の
連

続
に

加
え

幅
員

狭
小

【
写

真
③

】

ヘ
ア

ピ
ン

カ
ー

ブ
を

走
行

す
る

大
型

車
（
曲

線
半

径
R
=
2
9
m

）

写
真

②

写
真

③

急
カ

ー
ブ

が
連

続

写
真

①

急
カ

ー
ブ

が
連

続

急
カ

ー
ブ

（
曲

線
半

径
R

<
1
5
0
m

）

急
勾

配
（
縦

断
勾

配
i>

5
%
）

国
道

18
3号

現
道
部

7
4
箇

所
1
0
箇

所
(
5
.0

km
)

※
設

計
速
度

60
km

/h

【
国

道
1
8
3
号

に
お

け
る

道
路

構
造

の
状

況
】

課
題

②
冬

期
の

交
通

障
害

②
－
１
．
道
路
構
造
に
課
題
の
あ
る
区
間
の
存
在

異
常

時

か
っ
か
け

と
う
げ

資
料

／
広

島
県

調
べ

・
鳥

取
県
調
べ

現
道

（
広

島
県

側
）
の

最
急

勾
配

：
1
2
.5

%

平
面

線
形

不
良

区
間

（
平

面
曲

線
半

径
<
1
5
0
m

）

急
勾

配
区

間
（
縦

断
勾

配
i>

5
%
）

写
真
①

写
真
②

写
真
③

18



一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

西
城

中
学

校

西
城

小
学

校

・
鍵

掛
峠

道
路

周
辺

地
域

は
豪

雪
地

帯
の

指
定

を
受

け
て

お
り

、
冬

期
交

通
の

安
全

確
保

が
課

題
で

あ
る

。
・
地

域
住

民
の

生
活

の
足

で
あ

る
路

線
バ

ス
は

、
冬

期
は

積
雪

に
よ

る
迂

回
運

行
が

発
生

し
て

い
る

。

課
題

②
冬

期
の

交
通

障
害

②
－
２
．
脆
弱
な
冬
期
の
交
通
機
能

異
常

時

資
料

／
広

島
県

小
鳥

原
観

測
所

デ
ー

タ

▲
西

城
地

域
廃

止
代

替
等

バ
ス

道
後

山
線

路
線

図

三
坂

地
区

へ
の

唯
一

の
生

活
交

通
バ

ス
路

線

道
後

山
線

三
坂

地
区

の
小

中
学

生
９

名
が

西
城

町
中

心
部

の
学

校
に

通
学

凡
例

バ
ス

路
線

（
道

後
山

線
）

▲
大

型
車

事
故

に
よ

る
バ

ス
の

走
行

阻
害

三
坂

地
区

鍵 掛 峠 道 路

か
っ

か
け

と
う

げ

み
さ
か

み
さ

か

【最
大

積
雪

深
及

び
積

雪
深

20
cm

以
上

の
日

数
】

11
4

78

13
9

12
1

32

12
2

46
46

94
86

13

73

025507510
0

12
5

15
0

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

最大積雪深(cm)

025507510
0

12
5

15
0

積雪深20cm以上の日数
最

大
積

雪
深

(c
m

)

20
cm

以
上

日
数

積
雪

深
2
0
c
m

以
上

平
均

日
数

6
0
日

資
料

／
庄

原
市
教
育

委
員
会

（
H

22
.1

1～
）

路
線

バ
ス

運
行

会
社

の
声

○
当

該
路

線
は

、
ス

ク
ー

ル
バ

ス
と

し
て

も
利

用
さ

れ
て

い
る

た
め

、
運

休
は

せ
ず

迂
回

し
て

三
坂

地
区

に
運

行
。

迂
回

運
行

は
毎

年
3
回

程
度

。
迂

回
時

は
大

幅
な

遠
回

り
を

強
い

ら
れ

、
困

っ
て

い
る

。
迂

回
ル

ー
ト

は
、

西
城

病
院

→
小

奴
可

→
永

金
→

三
坂

神
社

前
で

運
行

。
（
右

図
参

照
）

（
路

線
バ

ス
運

行
会

社
ヒ

ア
リ

ン
グ

）
（
H

2
1
.1

2
実

施
）

迂
回

路

通
常

経
路

小
奴

可

三
坂

神
社

前

永
金

西
城

病
院

鍵
掛

峠
の

積
雪

状
況
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

・
冬

場
の

一
般

国
道

１
８

３
号

は
ス

リ
ッ

プ
事

故
や

大
型

車
の

立
ち

往
生

が
発

生
し

、
地

域
の

観
光

資
源

で
あ

る
ス

キ
ー

場
等

へ
の

ア
ク

セ
ス

に
影

響
を

与
え

て
い

る
。

・
鍵

掛
峠

道
路

の
整

備
に

よ
る

ア
ク

セ
ス

向
上

で
、

入
り

込
み

観
光

客
の

増
加

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。

ス
キ

ー
場

関
係

者
の

声
○

国
道

1
8
3
号

は
大

変
危

険
で

、
来

訪
者

減
の

一
因

に
な

っ
て

い
る

。

○
ス

リ
ッ

プ
事

故
に

よ
る

渋
滞

や
、
車

が
立

ち
往

生
に

よ
る

苦
情

が
入

る
こ

と
も

あ
る

。

○
鍵

掛
峠

道
路

に
よ

り
、
ア

ク
セ

ス
が

改
善

す
る

こ
と

で
、
来

場
者

が
大

幅
に

増
え

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

ツ
ア

ー
企

画
者

の
声

○
立

ち
往

生
の

車
両

や
通

行
規

制
な

ど
に

影
響

を
受

け
て

お
り

、
改

善
を

望
ん

で
い

る
。

（
ス

キ
ー

場
関

係
者
ヒ

ア
リ
ン

グ
）

(H
25

.2
.7

 実
施

)

（
ツ

ア
ー

企
画

関
係
者

ヒ
ア
リ

ン
グ
）

(H
25

.2
.7

 実
施

)

年
々

減
少

す
る

ス
キ

ー
場

入
込

客

ス
リ

ッ
プ

事
故

や
大

型
車

の
立

ち
往

生
に

よ
り

ス
キ

ー
場

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
阻

害

九
州

・
広

島
方

面
か

ら
岡

山
・
福

山
方

面
か

ら

凡
例

ス
キ

ー
バ

ス
ツ

ア
ー

ル
ー

ト
（
ス

ノ
ー

リ
ゾ

ー
ト

猫
山

行
き

）

道
後

山
高

原
ス

キ
ー

場
行

き
バ

ス
ル

ー
ト

（
備

後
落

合
駅

発
道

後
山

線
）

ス
キ

ー
場

へ
の

ア
ク

セ
ス

は
国

道
１

８
３

号
を

経
由道

後
山

高
原

ス
キ

ー
場

ス
ノ

ー
リ

ゾ
ー

ト
猫

山

課
題

②
冬

期
の

交
通

障
害

②
－
３
．
冬
期
の
交
通
障
害
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響

異
常

時

▲
路

上
で

チ
ェ

ー
ン

を
装

着
す

る
大

型
車

か
っ

か
け

と
う

げ

【
沿

線
ス

キ
ー

場
へ

の
入

り
込

み
客

の
推

移
】

6
1

6
0

4
8

4
8

7
4

7

7
1

7
5

5
0

5
5

4
3

4
5

4
4

1
3
5

9
8

1
0
3

5
0

4
9

5
1

合
計

：
1
3
2

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

1
4
0

1
6
0

H
1
7
年

度
H

1
8
年

度
H

1
9
年

度
H

2
0
年

度
H

2
1
年

度
H

2
2
年

度
H

2
3
年

度

入込客数（千人）

猫
山

ス
キ

ー
場

道
後

山
高

原
ス

キ
ー

場

【
沿

線
ス

キ
ー

場
へ

の
入

り
込

み
客

の
推

移
】

資
料

／
庄
原

市
調
べ

沿
線

ス
キ

ー
場

へ
の

入
り

込
み

客
は

年
々

減
少
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

広
島
県

鳥
取
県

鍵
掛

峠
道

路
（
L
=
1
2
.0

km
）

至
庄

原
市

高
尾

三
坂

新
屋

小
鳥

原

至
米

子
市

・
一

般
国

道
1
8
3
号

の
鳥

取
・
広

島
県

境
の

鍵
掛

峠
付

近
で

は
、
線

形
不

良
等

に
起

因
し

て
大

小
様

々
な

事
故

が
発

生
し

て
い

る
。

（
平

均
２

１
件

/
年

）
・
鍵

掛
峠

道
路

の
整

備
に

よ
り

、
死

傷
事

故
な

ど
の

重
大

事
故

や
線

形
不

良
に

伴
う

物
損

事
故

の
削

減
が

期
待

さ
れ

る
。

現
道

の
死

傷
事

故
件

数
の

削
減

期
待

さ
れ

る
道

路
の

役
割

（
効

果
）

【
算

出
対

象
範

囲
】

国
道

1
8
3
号

現
道

区
間

（
広

島
県

庄
原

市
西

城
町

八
鳥

～
鳥

取
県

日
野

郡
日

南
町

新
屋

）
※

整
備

無
に

つ
い

て
は

H
1
7
-
H

2
0
実

績
よ

り
設

定
※

整
備

有
に

つ
い

て
は

各
時

点
の

交
通

量
配

分
結

果
を

も
と

に
、

交
通

量
・
旅

行
速

度
を

用
い

て
算

出
※

人
身

事
故

件
数

算
定

式
：
交

通
事

故
減

少
便

益
の

原
単

位
の

算
出

方
法

（
H

2
0
年

1
1
月

国
土

交
通

省
）

2
.0

0
.7

0
.0

0
.5

1
.0

1
.5

2
.0

2
.5

鍵
掛

峠
道

路

整
備

無

鍵
掛

峠
道

路

整
備

有

人身事故件数（件/年）

1
.3

件
/
年

削
減

(
6
6
％

削
減

)

課
題

③
多

発
す

る
交

通
事

故
平

常
時

か
っ

か
け

と
う

げ

4
6
5
.5

件
/
億

台
・k

m

物
損
事
故
率

死
傷
事
故
率

（
H

2
0
～

H
2
3
平

均
値

）

国
道

1
8
3
号

の
事

故
率

（
死

傷
事

故
＋

物
損

事
故

）

資
料
／
死
傷
事
故
：

H
1
9
-
2
2
IT

A
R

D
A
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、

物
損
事
故
：

H
2
0
-
2
3
物
損
事
故
デ
ー
タ
（
広
島
側
：
庄
原
署
、
鳥
取
側
：
黒
坂
署

）

国
道

1
8
3
号

の
事

故
件

数

＜
西

城
町

八
鳥

～
日

南
町

新
屋

＞

死
傷

事
故

件
数

（
H
1
9
-
2
2
）

3
件

/
4
年

物
損

事
故

件
数

（
H
2
0
-
2
3
）

8
0
件

/
4
年

急
カ

ー
ブ

連
続

区
間

で
谷

に
転

落
し

た
ト
レ

ー
ラ

ー

地
点

①

急
カ

ー
ブ

で
の

横
転

事
故

（
雨

天
時

）

は
っ
と
り

に
い
や

死
傷

事
故

率
の

推
移

（
生

山
道

路
並

行
区

間
と

の
比

較
）

資
料
／

H
1
3
-
2
2
事
故
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

生
山

道
路

供
用

後
に

並
行

区
間

の
死

傷
事

故
率

が
大

き
く

減
少

。
鍵

掛
峠

道
路

整
備

で
も

同
様

の
効

果
が

期
待

さ
れ

る
。

し
ょ

う
や
ま

●
生

山
道

路
（
現

道
区

間
）
H
1
7
供

用 生 山 道 路 ０ 件

1
7

7
7

6

3
0

1
3

0

1
0

2
0

3
0

4
0

A
区

間
B

区
間

C
区

間
D

区
間

E
区

間
F
区

間

（
件

）

物 損 事 故 件 数（
件

）

資
料

/
H

2
0
-
2
3
物

損
事

故
デ

ー
タ

（
広

島
側

：
庄

原
署

、
鳥

取
側

：
黒

坂
署

）

国
道

1
8
3
号

の
物

損
事

故
の

発
生

状
況

3
0

急
カ

ー
ブ

が
連

続
す

る
区

間
で

事
故

が
多

発

（
H

1
9
～

H
2
2
平

均
値

）

三
坂

新
屋

小
鳥

原
至

庄
原

市

至
米

子
市

広
島

県
鳥
取
県

※
広

島
側

の
物

損
事

故
発

生
箇

所
は

、
町

丁
名

よ
り

詳
細

な
位

置
が

無
い

た
め

、
最

新
デ

ー
タ

を
昨

年
度

の
広

島
側

区
間

の
発

生
比

率
で

配
分

し
た

（
上

記
の

区
間

Ａ
、

Ｂ
、

Ｃ
）

※
広

島
側

の
物

損
事

故
発

生
箇

所
は

、
町

丁
名

よ
り

詳
細

な
位

置
が

無
い

た
め

、
交

差
点

の
事

故
は

国
道

、
県

道
の

交
差

点
で

発
生

と
仮

定
し

た
。

ま
た

、
単

路
部

は
Ａ

区
間

、
Ｂ

区
間

Ｃ
区

間
の

平
均

事
故

率
で

示
し

た
。
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

・
庄

原
市

西
城

町
三

坂
地

区
内

に
は

消
防

署
が

な
い

た
め

、
救

急
車

両
は

西
城

町
中

心
部

か
ら

の
出

動
と

な
り

、
搬

送
に

時
間

を
要

し
て

い
る

。
・
西

城
町

三
坂

地
区

か
ら

は
、
年

間
1
.6

7
名

の
重

症
患

者
を

搬
送

し
て

お
り

、
鍵

掛
峠

道
路

の
整

備
に

よ
り

、
救

命
率

の
向

上
が

期
待

さ
れ

る
。

庄
原

消
防

署
西

城
出

張
所

の
重

症
患

者
等

の
救

急
搬

送
状

況

課
題

④
地

域
医

療
の

支
援

平
常

時

▼
カ

ー
ラ

ー
の

救
命

曲
線

【
整

備
前

】
約

2
8
分

死
亡

率
4
5
%

【
整

備
後

】
約

2
7
分

死
亡

率
4
1
%

庄
原

消
防

署
西

城
出

張
所

鍵 掛 峠 道 路
※

現
況

所
要

時
間

は
規

制
速

度
将

来
所

要
時

間
は

鍵
掛

峠
道

路
V

=
6
0
km

/
h
と

し
て

算
出

庄 原 消 防 署 西 城 出 張 所

西 城 町 三 坂 地 区

整
備

前
国

道
1
8
3
号

利
用

鍵
掛

峠
道

路
供

用
後１
８

分

１
分

短
縮

消
防

署
か

ら
現

場
ま

で
の

ア
ク

セ
ス

時
間

短
縮

期
待

さ
れ

る
道

路
の

役
割

（
効

果
）

庄
原

消
防

署
西

城
出

張
所

か
ら

三
坂

地
区

へ
の

救
急

出
動

実
績

（
H
2
1
～

H
2
3
年

度
平

均
）

全
搬

送
人

数
: 
1
1
.3

3
名

/
年

重
症

患
者

: 
1
.6

7
名

/
年

※
西

城
出

張
所

調
べ

医
師

の
声

冬
期

に
お

い
て

は
、

曲
線

部
の

幅
員

が
狭

小
で

あ
り

、
最

悪
の

場
合

、
通

行
止

め
と

な
る

場
合

も
あ

り
非

常
に

憂
慮

す
べ

き
状

況
で

あ
る

。
庄

原
市

立
西

城
市

民
病

院
事

務
長

ヒ
ア

リ
ン

グ
（
H

2
5
.2

.7
 実

施
）

庄
原

消
防

署
西

城
出

張
所

管
内

便
益

算
定

エ
リ

ア

凡
例

西
城

町
三

坂
地

区

１
７

分

み
さ

か

み
さ

か

み
さ

か

中
国

地
方
平

均

・
高

齢
化

率
※

3 ：
２
６

％

・
全

人
口

に
占

め
る
要

介
護
者

の
割
合

※
4 ：

４
％

地
元

介
護

事
業

者
の

声

○
三

坂
地

区
の

要
介

護
者

の
送

迎
・
要

介
護

者
宅

へ
の

移
動

の
際

に
国

道
1
8
3
号

を
使

っ
て

い
る

が
、

線
形

不
良

や
冬

期
凍

結
に

よ
り

運
転

者
に

負
担

が
か

か
っ

て
い

る
。

○
要

介
護

者
が

同
乗

し
て

い
る

際
に

は
、

揺
れ

回
避

の
た

め
に

線
形

不
良

区
間

で
は

ス
ピ

ー
ド
を

落
と

す

必
要

が
あ

る
。

○
介

護
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

の
改

善
の

た
め

に
鍵

掛
峠

道
路

の
早

期
整

備
を

望
ん

で
い

る
。

三
坂
地
区
に
つ
い
て

○
総
人
口

※
1 ：

１
６
３
名

○
65

歳
以
上
人
口

※
1 
：

６
６

名
（

高
齢

化
率

４
０

％
）

○
要
介
護
者
数

※
2 ：

１
７

名
（

全
人

口
の

１
０

％
）

TO
PI

C
S

（
西

城
町
内

介
護
福
祉

施
設

ヒ
ア

リ
ン
グ
）

（
H

25
.2

.7
 実

施
）

※
1 
住

民
基
本
台
帳
（

H
24

年
10

月
末
時
点
）

※
2 
庄

原
市

調
べ

※
3 

H
22

国
勢

調
査

※
4（

独
）

福
祉

医
療

機
構

み
さ

か

み
さ

か

み
さ

か

西
城

市
民

病
院

（
二

次
救

急
医

療
施

設
）
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

（
１

）
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト
に

よ
る

支
払

意
思

額
の

調
査

（
H
2
3
.2

 実
施

）
○

事
業
箇
所
の
利
用
交
通
が
あ
り
、
事
業
の
効
果
に
対
す
る
意
識
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
地
域
を
調
査
範
囲
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
（W

E
B
調
査
）
を
実

施
。

【
配

布
エ
リ
ア
（
旧

市
区

町
村

名
で
記

載
）
】

庄
原

市
、
西

城
町

、
東

城
町

、
口

和
町
、
高

野
町

、
比

和
町
、
総
領

町
、
日

南
町

、
日
野

町
、
江

府
町

、
溝

口
町
、
岸
本

町
、
西

伯
町
、
会
見

町
、
米

子
市

、
日

吉
津
村

、
淀
江

町
、

三
次

市
、
甲

奴
町

、
君

田
村
、
布
野

村
、
作

木
村
、
三
良

坂
町
、
三
和

町
、
吉

田
町

、
八
千

代
町
、
美
土

里
町
、
高
宮

町
、
甲

田
町

、
吉
舎

町
、
向

原
町

、
芸

北
町
、
大
朝

町
、

千
代

田
町

、
豊

平
町

、
境

港
市

、
大

山
町
、
名

和
町

、
中

山
町
、
東
伯

町
、
赤

崎
町

、
倉
吉

市
、
関

金
町

、
北

条
町
、
大
栄

町
、
広

島
市
、
湯
来

町
、
府

中
町

、
東

広
島
市

、
黒
瀬

町
、

福
富

町
、
豊

栄
町

、
河

内
町
、
安
芸

津
町
、
海

田
町

、
熊

野
町
、
坂
町

、
呉

市
、
音

戸
町
、
倉
橋

町
、
下

蒲
刈

町
、
蒲

刈
町

、
安
浦

町
、
川

尻
町

、
豊

浜
町
、
豊
町

、
廿
日

市
市
、

大
野

町
、
佐

伯
町

、
吉

和
村
、
宮
島

町
、
大

竹
市
、
竹
原

市
、
三

原
市

、
大

和
町
、
本

郷
町

、
久

井
町

○
配

付
・
回

収
状

況
配

付
数

：
１
０
，
９
３
０
通

回
答

数
：
１
，
５
９
０
通

（
回

収
率

：
１
４
．
５
％

）

（
２

）
便

益
算

定
範

囲
の

設
定

○
便
益
算
定
範
囲
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
、
事
業
箇
所
周
辺
の
認
知
度
等
を
踏
ま
え
、
事
業
の
効
果
に
対
す
る
意
識
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
以
下
の
地
域
と
す
る
。

【
便

益
算

定
範

囲
（
旧
市

区
町
村

名
で
記

載
）
】

庄
原

市
、
西

城
町

、
口

和
町

、
比

和
町
、
日

南
町

、
日

野
町
、
江
府

町
、
岸

本
町

、
西
伯

町
、
会

見
町

、
米

子
市
、
日
吉

津
村
、
淀

江
町

、
三

次
市
、
甲
奴

町
、
君

田
村

、
作
木

村
、

吉
舎

町
、
向

原
町

、
芸

北
町
、
豊
平

町
、
境
港
市
、
大
山
町
、
名
和
町
、
中
山
町
、
東
伯
町
、
赤
崎
町
、
倉
吉
市
、
関

金
町

、
大
栄

町
、
広

島
市

（
東

区
・
安

佐
南

区
・安

佐
北
区
・

安
芸

区
・
佐

伯
区

）
、
府

中
町
、
東
広

島
市
、
福
富

町
、
熊

野
町
、
坂
町

、
呉

市
、
安

浦
町

、
宮
島

町
、
大

竹
市

、
三

原
市
、
大
和

町
、
本

郷
町

（
３

）
支

払
意

志
額

の
推

計
○

ア
ン
ケ
ー
ト
の
有

効
回

答
を
も
と
に
、
支

払
い
意

志
額

（
W
T
P
）
を
推

計
。

有
効

回
答

数
９
４
４
数

（
７
６
．
３
％

）
（
便

益
算
定

エ
リ
ア
回

答
数

：
１
，
２
３
８
通

）

（
４

）
年

便
益

の
算

定
○

ア
ン
ケ
ー
ト
の
有
効
回
答
の
平
均
支
払

意
思
額
を
基
に
、
年
便
益
額
を
算
定

（
５

）
総

便
益

の
算

定
○

評
価

期
間

を
供

用
後

５
０
年

間
と
し
、

現
在
価
値
を
算
定
。

▼
効

果
項

目
別

Ｗ
Ｔ
Ｐ

、
便

益
算

定
結

果
【
鍵

掛
峠

道
路

】

支
払

意
思

額
(W

T
P
)

便
益

算
定

世
帯

数
単

年
便

益
総

便
益

（
円

/
月

/
世

帯
）

（
H

2
2
）

（
億

円
/
年

）
（
億

円
）

災
害

時
の

迂
回

ル
ー

ト
の

確
保

に
よ

る
不

安
解

消
効

果
1
5
7

1
3

1
9
2

通
行

止
時

の
医

療
サ

ー
ビ

ス
が

享
受

で
き

な
く
な

る
不

安
解

消
効

果
1
8
3

1
5

2
2
4

線
形

不
良

箇
所

の
走

行
に

伴
う

精
神

的
疲

労
の

軽
減

効
果

1
7
9

1
4

2
1
9

合
計

5
1
9

4
1

6
3
6

6
6
3
,1

3
6

効
果

項
目

◆
C
V
M

（
仮

想
市

場
法

）
に

よ
る

便
益

計
測

６
．

事
業

効
果

６
－

①
CV

M
に

よ
る

便
益
計
測

仮
想

的
市

場
評

価
法

（
C
V
M

）
適

用
の

指
針

（
平

成
2
1
年

7
月

）
に

よ
り

負
担

金
の

支
払

意
思

額
（
W

T
P
）
を

計
測

⇒
便

益
＝

支
払

意
思

額
（
W

T
P
）
×

集
計

世
帯

数
×

評
価

期
間

（
供

用
後

５
０

年
間

）
・
災

害
時

の
迂

回
ル

ー
ト
の

確
保

に
よ

る
不

安
解

消
効

果
・
通

行
止

時
の

医
療

サ
ー

ビ
ス

が
享

受
で

き
な

く
な

る
不

安
解

消
効

果
・
線

形
不

良
箇

所
の

走
行

に
伴

う
精

神
的

疲
労

の
軽

減
効

果

世
帯

数
の

資
料
／

H
22

国
勢

調
査

注
）
合
計

は
端
数
の

関
係
で

合
わ
な
い

場
合
が

あ
る
。
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一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路

項
目

全
体

事
業

費
残

事
業

費

総
費

用

事
業

費
１

８
３

億
円

１
６

１
億

円

維
持

管
理

費
７

．
０

億
円

７
．

０
億

円

現
道

の
対

策
費

※
－

６
．

６
億

円
－

６
．

６
億

円

計
１

８
３

億
円

１
６

１
億

円

７
．

整
備

効
果

◆
見

直
し

後
の

総
費

用
（
現

在
価

値
）

・
豪

雨
時

の
孤

立
等

の
解

消

・
災

害
に

よ
る

人
命

・
財

産
の

被
害

解
消

0
.1

件
/
年

→
解

消
・
通

行
車

両
の

被
災

に
よ

る
人

命
・
物

損
の

被
害

を
減

少
す

る
効

果
０

．
０

４
億

円
※

・
災

害
に

よ
る

片
側

交
通

規
制

の
解

消
6
3
日

/
年

→
 解

消
・
災

害
に

よ
る

片
側

交
通

規
制

を
解

消
す

る
効

果
０

．
３

億
円

※

・
災

害
に

よ
る

孤
立

交
通

の
解

消
1
,4

8
7
台

T
E
/
日

→
 解

消
・
災

害
時

の
孤

立
交

通
を

解
消

す
る

効
果

０
．

２
億

円
※

・
重

症
患

者
の

救
命

率
向

上

庄
原

消
防

署
西

城
出

張
所

～
三

坂
地

区
約

3
1
分

（
迂

回
時

）
→

 約
1
7
分

・
通

行
止

時
の

救
命

率
が

向
上

す
る

効
果

０
．

０
０

５
億

円
※

◆
効

果
の

と
り

ま
と

め
（
現

在
価

値
）

期
待

さ
れ

る
道

路
の

役
割

定
量

化
を

試
み

た
効

果
貨

幣
換

算
を

試
み

た
効

果

・
通

行
止

め
に

よ
る

迂
回

の
解

消
・
災

害
に

よ
る

通
行

止
の

解
消

0
.4

4
日

/
年

→
 解

消
・
災

害
時

の
通

行
止

時
に

迂
回

す
る

交
通

の
損

失
解

消
効

果
０

．
０

４
（
０

．
０

４
）
億

円

・
移

動
時

間
の

短
縮

・
移

動
時

間
の

短
縮

等
に

伴
う

経
費

の
減

少

・
道

路
機

能
の

向
上

に
よ

る
交

通
事

故
の

減
少

・
人

、
車

両
、

貨
物

の
移

動
に

お
け

る
短

縮
時

間

・
総

走
行

距
離

の
短

縮

・
道

路
種

別
毎

の
利

用
交

通
量

の
変

化

・
走

行
時

間
短

縮
便

益
１

３
（
１

３
）
億

円

・
走

行
経

費
減

少
便

益
３

．
１

（
３

．
１

）
億

円

・
交

通
事

故
減

少
便

益
１

．
６

（
１

．
６

）
億

円

①
災

害
時

の
迂

回
解

消
を

含
め

た
走

行
時

間
の

短
縮

等

②
災

害
に

よ
る

被
害

の
回

避

・
道

路
構

造
不

良
区

間
の

解
消

に
よ

る

走
行

不
安

の
解

消

・
急

カ
ー

ブ
（
Ｒ

＜
１

５
０

ｍ
）

7
4
箇

所
→

 解
消

・
急

勾
配

（
Ｉ＞

５
％

）
5
.0

ｋ
ｍ

→
 0

.8
ｋ
ｍ

（
登

坂
車

線
設

置
）

・
線

形
不

良
箇

所
の

走
行

に
伴

う
精

神
的

疲
労

の
軽

減
効

果
２

１
９

億
円

※

・
救

急
搬

送
時

間
の

短
縮

や
安

静
搬

送

に
よ

る
救

命
率

の
向

上

・
重

症
患

者
の

救
命

率
向

上

庄
原

消
防

署
西

城
出

張
所

～
三

坂
地

区
約

1
8
分

→
 約

1
7
分

・
救

急
搬

送
時

間
の

短
縮

に
よ

り
救

命
率

が
向

上
す

る
効

果
０

．
５

億
円

※

③
地

域
住

民
の

不
安

感
の

解
消

・
災

害
時

の
迂

回
ル

ー
ト

の
確

保
に

よ
る

不
安

解
消

・
事

前
通

行
規

制
区

間
の

解
消

１
箇

所
→

 解
消

・
災

害
に

よ
る

孤
立

住
民

の
解

消
多

里
地

区
3
1
1
世

帯
（
6
9
0
人

）
→

 解
消

三
坂

地
区

6
0
世

帯
（
1
6
3
人

）
→

 解
消

・
災

害
時

の
迂

回
ル

ー
ト

の
確

保
に

よ
る

不
安

解
消

効
果

１
９

２
億

円
※

・
通

行
止

時
の

医
療

サ
ー

ビ
ス

が
享

受
で

き
な

く
な

る
不

安
解

消
効

果
２

２
４

億
円

※

④
そ

の
他

※
現

道
の

対
策

費
は

、
鍵

掛
峠

道
路

を
整

備
し

な
い

場
合

の
現

道
の

防
災

対
策

費
（
現

在
価

値
化

前
の

額
：
約

２
０

億
円

）

・
将

来
交

通
需

要
推

計
の

改
善

に
つ

い
て

【
中

間
と

り
ま

と
め

】
に

示
さ

れ
た

第
二

段
階

の
改

善
を

反
映

。
（

）
書

き
は

、
残

事
業

の
便

益
額

※
試

算
値

（
開

通
後

5
0
年

間
の

便
益

額
と

し
て

試
算

し
た

値
）

24



一
般

国
道

1
8
3
号

鍵
掛

峠
道

路
８

．
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

１
．
再
評
価

の
視
点

①
事
業
の
必

要
性
の
視
点

1
）
事

業
を

巡
る

社
会

情
勢

等
の

変
化

◇
国

道
1
8
3
号

の
鳥

取
県

と
広

島
県

境
付

近
（
鍵

掛
峠

付
近

）で
は

、
災

害
な

ど
に

よ
り

通
行

止
め

が
発

生
し

て
い

る
。

2
）
事

業
の

効
果

◇
異

常
気

象
時

等
○

災
害

に
よ

る
通

行
止

・
通

行
止

め
に

よ
る

迂
回

の
解

消
・
豪

雨
時

の
孤

立
の

解
消

・
災

害
時

の
迂

回
ル

ー
ト

の
確

保
に

よ
る

不
安

解
消

・
安

定
的

な
物

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

○
冬

期
の

交
通

傷
害

・
線

形
不

良
箇

所
の

走
行

に
伴

う
精

神
的

疲
労

の
軽

減
・
冬

期
交

通
の

通
行

止
、

迂
回

の
解

消
・
観

光
、

レ
ジ

ャ
ー

等
の

地
域

振
興

◇
平

常
時

○
多

発
す

る
交

通
事

故
・
死

傷
事

故
、

物
損

事
故

の
削

減
○

地
域

医
療

の
支

援
・
救

急
搬

送
時

間
の

短
縮

や
安

静
搬

送
に

よ
る

救
命

率
の

向
上

3
）
事

業
の

進
捗

状
況

②
事
業
の
進

捗
見
込
み

◇
現

在
、

調
査

設
計

用
地

買
収

を
行

っ
て

お
り

、
早

期
開

通
を

目
指

し
事

業
を

推
進

す
る

。

③
コ
ス
ト
縮

減
や
代
替
案
立
案
の
可
能
性

◇
今
後
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
つ
つ
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

【
今
後
の

対
応
方
針
（
原
案
）
】

◇
上

記
①

、
②

の
各

視
点

に
よ

り
、

防
災

面
の

効
果

が
特

に
大

き
い

こ
と

か
ら

、
今

後
と

も
事

業
継

続
が

妥
当

。
◇

今
後

の
事

業
の

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
コ

ス
ト

縮
減

に
努

力
し

つ
つ

、
効

率
的

な
事

業
実

施
に

努
め

る
。

◇
平

成
１

７
年

度
に

事
業

着
手

し
、

調
査

・
設

計
を

進
め

る
と

と
も

に
平

成
2
5
年

3
月

末
時

点
で

用
地

買
収

は
7
％

完
了

し
て

い
る

。

２
．

県
へ

の
意

見
照

会
結

果

・
鳥
取
県
知
事
の
意
見
：
一
般
国
道

18
3号

鍵
掛
峠
道
路
の
事
業
再
評
価
に
係
る
対
応
方
針
（
原
案
）
案
に
つ
い
て
は
依
存
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
国
道

18
3号

は
鳥
取
県
と
広
島
県
を
つ
な
ぐ
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
が
、
県
境
付
近
の
現
道
部
は
急
勾
配
で
線
形
も
不
良
で
あ
る
た
め
、
冬
期
交
通
の
安
全
確
保
、
地
域
の
安
全
安
心
及

び
地
域
経
済
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鍵
掛
峠
道
路
の
早
期
整
備
に
よ
り
地
域
の
安
全
安
心
及
び
産
業
活
動
の
骨
格
と
な
る
道
路
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
一
層
の
御
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
事
業
の
執
行
に
際
し
て
は
、
で
き
る
限
り
経
費
の
縮
減
を
図
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
広
島
県
知
事
の
意
見
：
一
般
国
道

18
3号

鍵
掛
峠
道
路
の
事
業
再
評
価
に
係
る
対
応
方
針
（
原
案
）
案
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る
。

鍵
掛
峠
道
路
は
、
広
島
県
備
北
地
域
と
鳥
取
県
西
部
地
域
の
連
携
や
地
域
間
交
流
の
活
性
化
機
能
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
現
道
の
線
形
不
良
区
間
・
異
常
気
象
時
通
行
規
制
区
間
を

解
消
で
き
る
な
ど
、
防
災
上
の
観
点
か
ら
重
要
な
道
路
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
引
き
続
き
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
な
が
ら
、
早
期
の
供
用
開
始
に
向
け
、
計
画
的
に
整

備
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
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一般国道１８３号鍵掛峠道路
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様
式

１
　

客
観

的
評

価
指

標
に

よ
る

事
業

採
択

の
前

提
条

件
、

事
業

の
効

果
や

必
要

性
の

確
認

の
状

況

事
業

名
一

般
国

道
１

８
３

号
　

鍵
掛

峠
道

路

事
業

主
体

中
国

地
方

整
備

局

●
事

業
採

択
の

前
提

条
件

を
確

認
す

る
た

め
の

指
標

指
　

　
標

指
標

チ
ェ

ッ
ク

の
根

拠

前
提

条
件

事
業

の
効

率
性

□
便

益
が

費
用

を
上

回
っ

て
い

る

○
費

用
 
(
 
 
)
は

残
事

業
費

　
・

事
業

全
体

：
1
8
3
億

円
（

1
6
1
億

円
）

、
維

持
管

理
費

7
.
0
億

円
（

7
.
0
億

円
）

○
効

果
　

①
災

害
時

の
迂

回
解

消
を

含
め

た
走

行
時

間
の

短
縮

等
：

1
8
億

円
（

1
8
億

円
）

　
②

災
害

に
よ

る
被

害
の

回
避

　
　

・
通

行
車

両
の

被
災

に
よ

る
人

命
・

物
損

の
被

害
を

減
少

す
る

効
果

：
0
.
0
5
億

円
　

　
・

災
害

に
よ

る
片

側
通

行
規

制
を

解
消

す
る

効
果

　
　

　
　

　
　

　
：

0
.
3
億

円
　

　
・

災
害

時
の

孤
立

交
通

を
解

消
す

る
効

果
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
：

0
.
2
億

円
　

　
・

通
行

止
時

の
救

命
率

が
向

上
す

る
効

果
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
：

0
.
0
0
4
億

円
　

③
地

域
住

民
の

不
安

感
の

解
消

　
　

・
災

害
時

の
迂

回
ル

ー
ト

の
確

保
に

よ
る

不
安

解
消

　
　

　
　

　
　

：
4
1
6
億

円
　

※
（

　
）

内
の

数
値

は
残

事
業

の
効

果

（
注

1
）

事
業

の
効

果
に

記
載

し
て

い
る

金
額

は
、

防
災

面
の

効
果

を
完

成
後

5
0
年

間
の

便
益

額
と

し
て

現
在

価
値

化
し

て
　

　
　

 
算

出
し

た
値

で
あ

り
、

試
算

値
に

含
む

（
注

2
）

費
用

に
記

載
し

て
い

る
金

額
は

、
現

在
価

値
化

し
て

算
出

し
た

値

●
事

業
の

効
果

や
必

要
性

を
評

価
す

る
た

め
の

指
標

政
策

目
標

指
　

標
　

（
対

象
と

な
る

指
標

の
み

記
載

。
効

果
が

確
認

さ
れ

る
も

の
は

□
を

■
に

変
更

）
指

標
チ

ェ
ッ

ク
の

根
拠

１
．

活
力

円
滑

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保
●

現
道

等
の

年
間

渋
滞

損
失

時
間

及
び

削
減

率
区

間
a
(
費

用
便

益
分

析
対

象
区

間
）

に
つ

い
て

：
（

鍵
掛

峠
道

路
[
広

島
県

庄
原

市
西

城
町

高
尾

～
鳥

取
県

日
野

郡
日

南
町

新
屋

]
）

　
　

　
当

該
区

間
の

損
失

時
間

：
4
3
千

人
・

時
間

／
年

（
1
,
8
5
9
千

人
・

時
間

／
年

→
1
,
8
1
6
千

人
・

時
間

／
年

）
　

　
　

当
該

区
間

の
損

失
削

減
率

：
2
％

削
減

□
現

道
等

に
お

け
る

混
雑

時
旅

行
速

度
が

2
0
k
m
/
h
未

満
で

あ
る

区
間

の
旅

行
速

度
の

改
善

が
期

待
さ

れ
る

□
現

道
又

は
並

行
区

間
等

に
お

け
る

踏
切

交
通

遮
断

量
が

1
0
,
0
0
0
台

時
/
日

以
上

の
踏

切
道

の
除

却
も

し
く

は
交

通
改

善
が

期
待

さ
れ

る

■
現

道
等

に
、

当
該

路
線

の
整

備
に

よ
り

利
便

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

バ
ス

路
線

が
存

在
す

る
路

線
バ

ス
、

ス
ク

ー
ル

バ
ス

の
利

便
性

向
上

が
期

待
さ

れ
る

□
新

幹
線

駅
も

し
く

は
特

急
停

車
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

□
第

一
種

空
港

、
第

二
種

空
港

、
第

三
種

空
港

も
し

く
は

共
用

飛
行

場
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る

物
流

効
率

化
の

支
援

□
重

要
港

湾
も

し
く

は
特

定
重

要
港

湾
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る

■
農

林
水

産
業

を
主

体
と

す
る

地
域

に
お

い
て

農
林

水
産

品
の

流
通

の
利

便
性

が
向

上
日

南
町

の
基

幹
産

業
は

農
林

業
で

、
ブ

ロ
イ

ラ
ー

・
肉

牛
・

木
材

は
広

島
方

面
へ

出
荷

。
物

流
ル

ー
ト

は
国

道
1
8
3
号

に
大

き
く

依
存

。
（

日
南

町
役

場
ヒ

ア
リ

ン
グ

）

□
現

道
等

に
お

け
る

、
総

重
量

2
5
t
の

車
両

も
し

く
は

I
S
O
規

格
背

高
海

上
コ

ン
テ

ナ
輸

送
車

が
通

行
で

き
な

い
区

間
を

解
消

す
る
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１
．

活
力

都
市

の
再

生
□

都
市

再
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
支

援
す

る
事

業
で

あ
る

□
広

域
道

路
整

備
基

本
計

画
に

位
置

づ
け

の
あ

る
環

状
道

路
を

形
成

す
る

□
市

街
地

再
開

発
、

区
画

整
理

等
の

沿
道

ま
ち

づ
く

り
と

の
連

携
あ

り

□
中

心
市

街
地

内
で

行
う

事
業

で
あ

る

□
幹

線
都

市
計

画
道

路
網

密
度

が
1
.
5
k
m
/
k
m
2
以

下
で

あ
る

市
街

地
内

で
の

事
業

で
あ

る

□
D
I
D
区

域
内

の
都

市
計

画
道

路
整

備
で

あ
り

、
市

街
地

の
都

市
計

画
道

路
網

密
度

が
向

上
す

る

□
対

象
区

間
が

現
在

連
絡

道
路

が
な

い
住

宅
宅

地
開

発
(
3
0
0
戸

以
上

又
は

1
6
h
a
以

上
、

大
都

市
に

お
い

て
は

1
0
0
戸

以
上

又
は

5
h
a

以
上

)
へ

の
連

絡
道

路
と

な
る

国
土

・
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

□
高

速
自

動
車

国
道

と
並

行
す

る
自

専
道

（
A
'
路

線
）

と
し

て
の

位
置

づ
け

有
り

■
地

域
高

規
格

道
路

の
位

置
づ

け
あ

り
地

域
高

規
格

道
路

「
江

府
三

次
道

路
」

の
一

部
と

し
て

位
置

づ
け

□
当

該
路

線
が

新
た

に
拠

点
都

市
間

を
高

規
格

幹
線

道
路

で
連

絡
す

る
ル

ー
ト

を
構

成
す

る

■
当

該
路

線
が

隣
接

し
た

日
常

活
動

圏
中

心
都

市
間

を
最

短
時

間
で

連
絡

す
る

路
線

を
構

成
す

る
生

活
圏

中
心

都
市

で
あ

る
庄

原
市

と
米

子
市

の
ア

ク
セ

ス
を

改
善

（
庄

原
市

役
所

～
米

子
市

役
所

：
1
1
6
分

→
1
0
4
分

）

□
現

道
等

に
お

け
る

交
通

不
能

区
間

を
解

消
す

る

□
現

道
等

に
お

け
る

大
型

車
の

す
れ

違
い

困
難

区
間

を
解

消
す

る

□
日

常
活

動
圏

の
中

心
都

市
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る

個
性

あ
る

地
域

の
形

成
□

鉄
道

や
河

川
等

に
よ

り
一

体
的

発
展

が
阻

害
さ

れ
て

い
る

地
区

を
解

消
す

る

□
拠

点
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

地
域

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
大

規
模

イ
ベ

ン
ト

を
支

援
す

る

■
主

要
な

観
光

地
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

期
待

さ
れ

る
道

後
山

周
辺

の
観

光
施

設
（

道
後

山
高

原
ス

キ
ー

場
、

ス
ノ

ー
リ

ゾ
ー

ト
猫

山
　

H
2
3
年

度
計

5
.
1
万

人
）

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

□
特

別
立

法
に

基
づ

く
事

業
で

あ
る

□
新

規
整

備
の

公
共

公
益

施
設

へ
直

結
す

る
道

路
で

あ
る

□
歴

史
的

景
観

を
活

か
し

た
道

路
整

備
や

中
心

商
店

街
の

シ
ン

ボ
ル

的
な

道
路

整
備

等
、

特
色

あ
る

ま
ち

づ
く

り
に

資
す

る
事

業
で

あ
る

２
．

暮
ら

し
歩

行
者

･
自

転
車

の
た

め
の

生
活

空
間

の
形

成
□

自
転

車
交

通
量

が
5
0
0
台

/
日

以
上

、
自

動
車

交
通

量
が

1
,
0
0
0
台

/
1
2
h
以

上
、

歩
行

者
交

通
量

が
5
0
0
人

/
日

以
上

の
全

て
に

該
当

す
る

区
間

に
お

い
て

、
自

転
車

利
用

空
間

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

歩
行

者
・

自
転

車
の

通
行

の
快

適
・

安
全

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

□
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

に
お

け
る

道
路

特
定

事
業

に
位

置
付

け
が

あ
る

、
ま

た
は

、
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

に
基

づ
く

重
点

整
備

地
区

に
お

け
る

特
定

経
路

を
形

成
す

る
区

間
が

新
た

に
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

さ
れ

る

無
電

柱
化

に
よ

る
美

し
い

町
並

み
の

形
成

□
対

象
区

間
が

電
線

類
地

中
化

５
ヶ

年
計

画
に

位
置

づ
け

有
り

□
市

街
地

又
は

歴
史

景
観

地
区

（
歴

史
的

風
土

特
別

保
存

区
域

及
び

重
要

伝
統

的
建

造
物

保
存

地
区

）
の

幹
線

道
路

に
お

い
て

新
た

に
無

電
柱

化
を

達
成

す
る
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安
全

で
安

心
で

き
る

く
ら

し
の

確
保

□
三

次
医

療
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る

３
．

安
全

安
全

な
生

活
環

境
の

確
保

□
現

道
等

に
死

傷
事

故
率

が
5
0
0
件

/
億

台
キ

ロ
以

上
で

あ
る

区
間

が
存

す
る

場
合

に
お

い
て

、
交

通
量

の
減

少
、

歩
道

の
設

置
又

は
線

形
不

良
区

間
の

解
消

等
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

安
全

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

□
当

該
区

間
の

自
動

車
交

通
量

が
1
,
0
0
0
台

/
1
2
h
以

上
（

当
該

区
間

が
通

学
路

で
あ

る
場

合
は

5
0
0
台

/
1
2
h
以

上
）

か
つ

歩
行

者
交

通
量

1
0
0
人

/
日

以
上

（
当

該
区

間
が

通
学

路
で

あ
る

場
合

は
学

童
、

園
児

が
4
0
人

/
日

以
上

）
の

場
合

、
又

は
歩

行
者

交
通

量
5
0
0
人

/
日

以
上

の
場

合
に

お
い

て
、

歩
道

が
無

い
又

は
狭

小
な

区
間

に
歩

道
が

設
置

さ
れ

る
災

害
へ

の
備

え
■

近
隣

市
へ

の
ル

ー
ト

が
１

つ
し

か
な

く
、

災
害

に
よ

る
１

～
２

箇
所

の
道

路
寸

断
で

孤
立

化
す

る
集

落
を

解
消

す
る

日
南

町
多

里
地

区
、

庄
原

市
西

城
町

三
坂

地
区

（
約

3
7
0
世

帯
（

8
5
0
人

）
の

孤
立

→
解

消
）

（
災

害
時

の
孤

立
交

通
の

解
消

効
果

【
約

0
.
2
憶

円
※

】
）

（
※

【
】

参
考

値
、

供
用

後
5
0
年

間
の

便
益

額
と

し
て

試
算

し
た

値
）

■
対

象
区

間
が

、
都

道
府

県
地

域
防

災
計

画
、

緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

又
は

地
震

対
策

緊
急

整
備

事
業

計
画

に
位

置
づ

け
が

あ
る

、
又

は
地

震
防

災
緊

急
事

業
五

ヶ
年

計
画

に
位

置
づ

け
の

あ
る

路
線

（
以

下
「

緊
急

輸
送

道
路

」
と

い
う

）
と

し
て

位
置

づ
け

あ
り

第
1
次

緊
急

輸
送

道
路

に
指

定
（

一
般

国
道

１
８

３
号

）

■
緊

急
輸

送
道

路
が

通
行

止
に

な
っ

た
場

合
に

大
幅

な
迂

回
を

強
い

ら
れ

る
区

間
の

代
替

路
線

を
形

成
す

る
一

般
国

道
１

８
３

号
（

国
道

３
１

４
号

等
、

国
道

５
４

号
等

、
米

子
道

等
：

国
道

１
８

３
号

の
迂

回
路

）
（

災
害

時
の

通
行

止
め

時
に

迂
回

す
る

交
通

の
損

失
解

消
効

果
【

約
0
.
0
3
憶

円
※

】
）

（
※

【
】

参
考

値
、

供
用

後
5
0
年

間
の

便
益

額
と

し
て

試
算

し
た

値
）

□
並

行
す

る
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

代
替

路
線

と
し

て
機

能
す

る
（

A
'
路

線
と

し
て

の
位

置
づ

け
が

あ
る

場
合

）

■
現

道
等

の
防

災
点

検
又

は
震

災
点

検
要

対
策

箇
所

も
し

く
は

架
替

の
必

要
の

あ
る

老
朽

橋
梁

に
お

け
る

通
行

規
制

等
が

解
消

さ
れ

る

一
般

国
道

１
８

３
号

の
要

防
災

対
策

箇
所

２
５

箇
所

に
お

け
る

通
行

規
制

を
解

消
す

る
（

災
害

に
よ

る
片

側
通

行
規

制
を

解
消

す
る

効
果

【
約

0
.
3
憶

円
※

】
）

（
※

【
】

参
考

値
、

供
用

後
5
0
年

間
の

便
益

額
と

し
て

試
算

し
た

値
）

■
現

道
等

の
事

前
通

行
規

制
区

間
、

特
殊

通
行

規
制

区
間

又
は

冬
期

交
通

障
害

区
間

を
解

消
す

る
一

般
国

道
１

８
３

号
の

事
前

通
行

規
制

区
間

（
L
=
3
.
2
k
m
）

を
解

消
す

る

□
避

難
路

へ
1
k
m
以

内
で

到
達

で
き

る
地

区
が

新
た

に
増

加
す

る

□
幅

員
6
m
以

上
の

道
路

が
な

い
た

め
消

火
活

動
が

出
来

な
い

地
区

が
解

消
す

る

□
密

集
市

街
地

に
お

け
る

事
業

で
火

災
時

の
延

焼
遮

断
帯

の
役

割
を

果
た

す

４
．

環
境

地
球

環
境

の
保

全
●

対
象

道
路

の
整

備
に

よ
り

削
減

さ
れ

る
自

動
車

か
ら

の
C
O
2
排

出
量

Ｃ
Ｏ

２
排

出
削

減
量

：
約

0
.
6
千

t
/
年

 
排

出
削

減
率

：
約

0
.
2
%
削

減
（

整
備

な
し

 
2
9
8
千

t
／

年
→

整
備

あ
り

2
9
7
千

t
／

年
）

生
活

環
境

の
改

善
・

保
全

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

N
O
2
排

出
削

減
率

（
現

況
）

自
動

車
Ｎ

Ｏ
ｘ

・
Ｐ

Ｍ
法

対
策

地
域

指
定

の
別

：
無

し
（

推
計

結
果

）
評

価
対

象
区

間
：

便
益

算
定

対
象

範
囲

N
O
X
排

出
削

減
量

：
約

5
.
7
t
／

年
、

排
出

削
減

率
：

約
0
.
4
%
削

減
（

整
備

な
し

1
,
3
1
8
ｔ

／
年

→
整

備
あ

り
1
,
3
1
2
t
／

年
）

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

S
P
M
排

出
削

減
率

（
現

況
）

自
動

車
Ｎ

Ｏ
ｘ

・
Ｐ

Ｍ
法

対
策

地
域

指
定

の
別

：
無

し
（

推
計

結
果

）
評

価
対

象
区

間
：

便
益

算
定

対
象

範
囲

S
P
M
排

出
削

減
量

：
約

0
.
2
t
／

年
、

排
出

削
減

率
：

約
0
.
1
%
削

減
（

整
備

な
し

1
1
4
.
9
ｔ

／
年

→
整

備
あ

り
1
1
4
.
7
t
／

年
）

□
現

道
等

で
騒

音
レ

ベ
ル

が
夜

間
要

請
限

度
を

超
過

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て

、
新

た
に

要
請

限
度

を
下

回
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

区
間

が
あ

る

□
そ

の
他

、
環

境
や

景
観

上
の

効
果

が
期

待
さ

れ
る

５
．

そ
の

他
他

の
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
と

の
関

係
□

道
路

の
整

備
に

関
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

又
は

都
市

計
画

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る

□
関

連
す

る
大

規
模

道
路

事
業

と
一

体
的

に
整

備
す

る
必

要
あ

り

□
他

機
関

と
の

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る

□
そ

の
他

、
対

象
地

域
や

事
業

に
固

有
の

事
情

等
、

以
上

の
項

目
に

属
さ

な
い

効
果

が
見

込
ま

れ
る
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様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

一般国道183号 鍵掛峠道路 L=12km 一次 ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

1,000～1,400 ２ 中国地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成25年度

単純合計 213億円 22億円 234億円 

うち残事業分 194億円 22億円 215億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

183億円 7.0億円 190億円 

うち残事業分 161億円 7.0億円 168億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成25年度

供 用 年 平成33年度

単年便益
（初年便益）

0.79億円 0.18億円 0.10億円 1.1億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

13億円 3.1億円 1.6億円 18億円 

うち残事業分 13億円 3.1億円 1.6億円 18億円 
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交通状況の変化

事業名：鍵掛峠道路（事業全体）

（推計時点   Ｈ４２年）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

：12.2km 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

：3.2km 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

0.00 0.00

0

0

3

5

1,800

0.43

800

0.84

0

0.000.00

走行時間短縮便益
(A - B)

0

486.29488.01

0

0

0

0

1.87

0.00

0

0

0.00

0

様式－３①

3.08

600

5

整備あり(B)整備なし(A)

20

0.19

800 1,100

2.95

13

492.13 491.29

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

0

0.61

20

0

合計：970.0km

③その他道路合計 [億円/年]走行時間費用
：942.6km

②主な周
辺道路

国道183
号

国道314
号

①新設・改築道路

：12.0km
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（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）
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交通状況の変化

事業名：鍵掛峠道路（残事業）

（推計時点   Ｈ４２年）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

：12.2km 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

：3.2km 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]合計：970.0km

②主な周
辺道路

国道183
号

国道314
号

①新設・改築道路

：12.0km

③その他道路合計

0

0

492.13 491.29

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

様式－３①

3.08

600

5

整備あり(B)整備なし(A)

800

3

0

1,100

1,800

0.43

800

20

2.95

0

0.00

[億円/年]

0.19

20

0.00

0

0

5

1.87

0.84

0

0.000.00

走行時間短縮便益
(A - B)

0

486.29488.01

0

0

走行時間費用
：942.6km

0.00 0.00

0

0

0.61

0

13
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（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）
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様式－３②

費用便益分析の条件

事業名： 鍵掛峠道路

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

その他 □

分析対象期間 50年間

社会的割引率 4%

基準年次 平成25年度

１時点のみ推計 ■（H42年）
複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　 　　　　　）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

■

推計に用いた
ＯＤ表

推計の状況
いずれかのみ
の推計の場合

（平成２０年１１月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

交通流の
推計時点

算出マニュアル

分析の基本的事項

■

■
（H17センサス）

□

開発交通量の
考慮

□

速度設定の
考え方

有の場合のみ

配分交通量の
推計手法

その他（最終配分交通量とＱＶ式との関係から平均速度を設定）

簡易手法の
採択理由
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事業名： 鍵掛峠道路

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない □

考慮する ■

採用した通行止め日数 （0.442）日

過去10年間の通行止め日数より算出

とり止め交通を考慮する □

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □

その他

休日交通の
影響

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

採用した通行止め日数の考え方を記載

考慮する
場合のみ

走行時間短縮・走
行経費減少・交通
事故減少以外の便

益

便
益
の
算
定

災害等による
通行止めの

影響 考慮する
場合のみ

冬期交通の
影響 考慮する

場合のみ

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 　　）

とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

　過去の実績が無いため
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事業名： 鍵掛峠道路

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 □

標準投資パターンを採用 □

費 その他（概略事業計画による値を採用　　　　　　　） ■

用 維持管理費の設定根拠を記載

の 実績値に基づき維持管理費を算出

算 積雪地域または寒冷地域である ■

定 その他

４．その他

雪寒費

維持管理費

事業費
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様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：鍵掛峠道路（事業全体） 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.04 12.0 0.45
割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円）

年次 年度 デフレータ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
-15年目 H 18 1.3159 98.7 5.37 6.60
-14年目 H 19 1.2653 97.6 2.68 3.20
-13年目 H 20 1.2167 96.8 2.74 3.18
-12年目 H 21 1.1699 95.6 1.54 1.74
-11年目 H 22 1.1249 93.7 1.43 1.58
-10年目 H 23 1.0816 92.1 1.90 2.06
-9年目 H 24 1.0400 92.1 1.71 1.77
-8年目 H 25 1.0000 92.1 1.69 1.69
-7年目 H 26 0.9615 92.1 4.91 4.72
-6年目 H 27 0.9246 92.1 19.23 17.78
-5年目 H 28 0.8890 92.1 27.13 24.12
-4年目 H 29 0.8548 92.1 31.73 27.13
-3年目 H 30 0.8219 92.1 45.95 37.77
-2年目 H 31 0.7903 92.1 36.96 29.21
-1年目 H 32 0.7599 92.1 27.60 20.97

供用開始年次 H 33 0.7307 92.1 0.43 0.31
1年目 H 34 0.7026 92.1 0.43 0.30
2年目 H 35 0.6756 92.1 0.43 0.29
3年目 H 36 0.6496 92.1 0.43 0.28
4年目 H 37 0.6246 92.1 0.43 0.27
5年目 H 38 0.6006 92.1 0.43 0.26
6年目 H 39 0.5775 92.1 0.43 0.25
7年目 H 40 0.5553 92.1 0.43 0.24
8年目 H 41 0.5339 92.1 0.43 0.23
9年目 H 42 0.5134 92.1 0.43 0.22
10年目 H 43 0.4936 92.1 0.43 0.21
11年目 H 44 0.4746 92.1 0.43 0.20
12年目 H 45 0.4564 92.1 0.43 0.20
13年目 H 46 0.4388 92.1 0.43 0.19
14年目 H 47 0.4220 92.1 0.43 0.18
15年目 H 48 0.4057 92.1 0.43 0.17
16年目 H 49 0.3901 92.1 0.43 0.17
17年目 H 50 0.3751 92.1 0.43 0.16
18年目 H 51 0.3607 92.1 0.43 0.16
19年目 H 52 0.3468 92.1 0.43 0.15
20年目 H 53 0.3335 92.1 0.43 0.14
21年目 H 54 0.3207 92.1 0.43 0.14
22年目 H 55 0.3083 92.1 0.43 0.13
23年目 H 56 0.2965 92.1 0.43 0.13
24年目 H 57 0.2851 92.1 0.43 0.12
25年目 H 58 0.2741 92.1 0.43 0.12
26年目 H 59 0.2636 92.1 0.43 0.11
27年目 H 60 0.2534 92.1 0.43 0.11
28年目 H 61 0.2437 92.1 0.43 0.10
29年目 H 62 0.2343 92.1 0.43 0.10
30年目 H 63 0.2253 92.1 0.43 0.10
31年目 H 64 0.2166 92.1 0.43 0.09
32年目 H 65 0.2083 92.1 0.43 0.09
33年目 H 66 0.2003 92.1 0.43 0.09
34年目 H 67 0.1926 92.1 0.43 0.08
35年目 H 68 0.1852 92.1 0.43 0.08
36年目 H 69 0.1780 92.1 0.43 0.08
37年目 H 70 0.1712 92.1 0.43 0.07
38年目 H 71 0.1646 92.1 0.43 0.07
39年目 H 72 0.1583 92.1 0.43 0.07
40年目 H 73 0.1522 92.1 0.43 0.07
41年目 H 74 0.1463 92.1 0.43 0.06
42年目 H 75 0.1407 92.1 0.43 0.06
43年目 H 76 0.1353 92.1 0.43 0.06
44年目 H 77 0.1301 92.1 0.43 0.06
45年目 H 78 0.1251 92.1 0.43 0.05
46年目 H 79 0.1203 92.1 0.43 0.05
47年目 H 80 0.1157 92.1 0.43 0.05
48年目 H 81 0.1112 92.1 0.43 0.05
49年目 H 82 0.1069 92.1 -4.23 -0.45 0.43 0.05
  合　計 208.35 183.06 21.52 7.03

単純事業費計 212.58 21.52

注１）事業費の投資パターンは、概略事業計画による値を採用したものであり、必ずしも全体の予算制約等
　　　を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：鍵掛峠道路（残事業） 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.04 12.0 0.45
割戻率 GDP 事業費（億円） 維持修繕費（億円）

年次  年度 デフレータ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
-7年目 H 26 0.9615 92.1 4.91 4.72
-6年目 H 27 0.9246 92.1 19.23 17.78
-5年目 H 28 0.8890 92.1 27.13 24.12
-4年目 H 29 0.8548 92.1 31.73 27.13
-3年目 H 30 0.8219 92.1 45.95 37.77
-2年目 H 31 0.7903 92.1 36.96 29.21
-1年目 H 32 0.7599 92.1 27.60 20.97

供用開始年次 H 33 0.7307 92.1 0.43 0.31
1年目 H 34 0.7026 92.1 0.43 0.30
2年目 H 35 0.6756 92.1 0.43 0.29
3年目 H 36 0.6496 92.1 0.43 0.28
4年目 H 37 0.6246 92.1 0.43 0.27
5年目 H 38 0.6006 92.1 0.43 0.26
6年目 H 39 0.5775 92.1 0.43 0.25
7年目 H 40 0.5553 92.1 0.43 0.24
8年目 H 41 0.5339 92.1 0.43 0.23
9年目 H 42 0.5134 92.1 0.43 0.22
10年目 H 43 0.4936 92.1 0.43 0.21
11年目 H 44 0.4746 92.1 0.43 0.20
12年目 H 45 0.4564 92.1 0.43 0.20
13年目 H 46 0.4388 92.1 0.43 0.19
14年目 H 47 0.4220 92.1 0.43 0.18
15年目 H 48 0.4057 92.1 0.43 0.17
16年目 H 49 0.3901 92.1 0.43 0.17
17年目 H 50 0.3751 92.1 0.43 0.16
18年目 H 51 0.3607 92.1 0.43 0.16
19年目 H 52 0.3468 92.1 0.43 0.15
20年目 H 53 0.3335 92.1 0.43 0.14
21年目 H 54 0.3207 92.1 0.43 0.14
22年目 H 55 0.3083 92.1 0.43 0.13
23年目 H 56 0.2965 92.1 0.43 0.13
24年目 H 57 0.2851 92.1 0.43 0.12
25年目 H 58 0.2741 92.1 0.43 0.12
26年目 H 59 0.2636 92.1 0.43 0.11
27年目 H 60 0.2534 92.1 0.43 0.11
28年目 H 61 0.2437 92.1 0.43 0.10
29年目 H 62 0.2343 92.1 0.43 0.10
30年目 H 63 0.2253 92.1 0.43 0.10
31年目 H 64 0.2166 92.1 0.43 0.09
32年目 H 65 0.2083 92.1 0.43 0.09
33年目 H 66 0.2003 92.1 0.43 0.09
34年目 H 67 0.1926 92.1 0.43 0.08
35年目 H 68 0.1852 92.1 0.43 0.08
36年目 H 69 0.1780 92.1 0.43 0.08
37年目 H 70 0.1712 92.1 0.43 0.07
38年目 H 71 0.1646 92.1 0.43 0.07
39年目 H 72 0.1583 92.1 0.43 0.07
40年目 H 73 0.1522 92.1 0.43 0.07
41年目 H 74 0.1463 92.1 0.43 0.06
42年目 H 75 0.1407 92.1 0.43 0.06
43年目 H 76 0.1353 92.1 0.43 0.06
44年目 H 77 0.1301 92.1 0.43 0.06
45年目 H 78 0.1251 92.1 0.43 0.05
46年目 H 79 0.1203 92.1 0.43 0.05
47年目 H 80 0.1157 92.1 0.43 0.05
48年目 H 81 0.1112 92.1 0.43 0.05
49年目 H 82 0.1069 92.1 -2.88 -0.31 0.43 0.05
  合　計 190.64 161.39 21.52 7.03

単純事業費計 193.52 21.52

注１）事業費の投資パターンは、概略事業計画による値を採用したものであり、必ずしも全体の予算制約等
　　　を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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（事業全体）
車線数 延長

２／２ １２km

■事業費内訳

区分 費目 工種 単位 数量
金額

(百万円)
備考

①工事費 式 1 18,006

改良費 式 1 5,636

土工 m3 1,065,201 2,419 切土、盛土、捨土

軟弱地盤改良工 m3 － －

法面工 m2 148,771 1,298 切土法面、盛土法面

擁壁工 式 1 897 補強土壁、重力式擁壁、ブロック積擁壁

函渠工 式 1 1,022 管渠工、函渠工、水路工、等

橋梁費 式 1 2,493

100m以上 m 456 1,978 PC橋(2橋)、ME橋(1橋)

100m未満 m 156 515 ME橋(3橋)

トンネル費 式 1 8,372

NATM m 3,483 8,372 1本

シールド m － －

IC・JCT費 式 － －

IC 箇所 － －

JCT 箇所 － －

舗装費 式 1 680

車道舗装 ㎡ 48,320 624

歩道舗装 ㎡ 10,319 56

附帯施設費 式 1 825

交通管理施設工 式 1 825 標識工、防護柵工、道路照明工、等

遮音壁 m － －

②用地及び補償費 式 1 346

用地費 式 1 290

宅地 ㎡ 550 2

田畑 ㎡ 37,600 94

山林・原野 ㎡ 645,981 194

補償費 式 1 56

③間接経費 式 1 3,948 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費

全体事業費 22,300

路線名 箇所名

一般国道183号 鍵掛峠道路
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（残事業）
車線数 延長

２／２ １２km

■事業費内訳

区分 費目 工種 単位 数量
金額

(百万円)
備考

①工事費 式 1 18,006

改良費 式 1 5,636

土工 m3 1,065,201 2,419 切土、盛土、捨土

軟弱地盤改良工 m3 － －

法面工 m2 148,771 1,298 切土法面、盛土法面

擁壁工 式 1 897 補強土壁、重力式擁壁、ブロック積擁壁

函渠工 式 1 1,022 管渠工、函渠工、水路工、等

橋梁費 式 1 2,493

100m以上 m 456 1,978 PC橋(2橋)、ME橋(1橋)

100m未満 m 156 515 ME橋(3橋)

トンネル費 式 1 8,372

NATM m 3,483 8,372 1本

シールド m － －

IC・JCT費 式 － －

IC 箇所 － －

JCT 箇所 － －

舗装費 式 1 680

車道舗装 ㎡ 48,320 624

歩道舗装 ㎡ 10,319 56

附帯施設費 式 1 825

交通管理施設工 式 1 825 標識工、防護柵工、道路照明工、等

遮音壁 m － －

②用地及び補償費 式 1 335

用地費 式 1 279

宅地 ㎡ 550 2

田畑 ㎡ 37,600 94

山林・原野 ㎡ 597,273 183

補償費 式 1 56

③間接経費 式 1 2,166 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費

全体事業費 20,507

路線名 箇所名

一般国道183号 鍵掛峠道路
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（事業全体・残事業）

車線数 延長

2 L=12km

■維持管理費内訳

単位 数量
金額

（百万円）
備考

　km 12.0 2,260
巡回、清掃、除草、除雪、橋梁6橋、
トンネル1箇所、舗装補修等

2,260維持管理費合計

路線名 箇所名

一般国道183号 鍵掛峠道路

区分

維持・修繕費
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一般国道１８３号鍵掛峠道路

〔鳥取県への意見照会と回答〕
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一般国道１８３号鍵掛峠道路

〔広島県への意見照会と回答〕
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